


10月1日カ‘ら

バイクも保険なしでは走れません

あなたのバイクもお忘れなく ．ゲ

法律の改正で、 10月 1日からは、バイクも強制

保険〈自動車損害賠償責任保険〉に、かならず加

入しなければならなくなりました。この保険は、

人を傷つけた場合の賠償のための保険です。

お忘れなくご契約ください。

お申込み先は、お近くの損害保険代理店または

損害保険会社（火災保険会社）です。

保険料〈掛金〉

年額 2,540円（｜回払）

（離島はI,910円）

強制H果険によるお支払い頼（被害者1人につき）
死亡させた場合 150万円まで

ケガさせた場合 50万円まで

被害者に後遺症が残った場合（程度により）

7万円～150万円まで

設日本損害保険協会 ・各損害保険会社
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8月 18日 12時 30分ごろ，東京都杉並区高円寺駅南

口商店街の喫茶店 2階付近カ、ら出火，防火造 2階建店舘

兼用住宅の同店争はじめ，テ、 らびの 4むね力、全半焼し

杉並署で出火原因を調査しどいるが，いまだ不明て



予防時報67

水害はなぜ減らない f[!1l' tC 寛 一－ ー．．．，， 4 

崩壊災害 亀井 幸次郎 9 

気象衛星の利用 土 ｝_j~ 治－－－－・－－－一..17 

高層ビルの防火設計 星野 μ 。・24

座談会・産業の発展と安全エ学 ’ ・． 40 

超巨船時代をむかえたタンカーの安全メモ 今 )I" 金主；； ・・48
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爆発物の安全管理 i崎 JrI範行 ・59 . 
Fire Bossについて ’上原博美

フォトセクシ ョン , .. ・:il'J ci の ti火 •j ト ·II 自1'[,'Jlf~,Ji機の · Jir'氏 ・ 宮古山台風 ・ 台風26＼〕・:!.lirJrgliN・11＋：のインターチ ェンジ
まんが おおばlU’i止、

イラスト ι大本計＇；・

「災·~；.は忘れたころにくる」 という，この

災；l什ムノ＼災とよばれる・l'l:1'tのものにちかい

といえよう 。 しかし，交通札吹は，どう~－え

ても）：.＿災とはよびえない。人l/IJのっくり 山し

た，人川による“災；！？”である。それゆえ，

人川の下で・H故防J［：ができないはずはない。

百H:k，いろいろな安全技術がとり入れられ

・4・

に分析してみると，ほとんどすべてが，この

辺路 ・車frfrjを安全に使う技術の不足に以｜大｜が

あることがわかる。

この夏，名作111:':ji車道路てづ~，，，＿したパスの転

1空白H故なども，そのき っかけは走行1・11に発ノ！と

したわずかな外乱（杭すべり〉にすぎない。

この外乱に対する件戒技術は，迎！｜伝ff与のふつ

ている。そのひとつは道路にお うの技術である。そのうえ，そ

け加技術であり，）J!Jのひと｜防 コて災三時言平！ の後』ことつたP
つは11圭1rl』l』こおける去，全技f1ドIであ 走行のさいにはぜつたい禁l七の

る。 し治、し，これだけで－＇Jii吹が防止できるわ はずの ‘‘Atいハンドルf宋f介1，，であつたのfご。

けではなし、。泣11111.1.；イl!f・の技11町という大きな比重 日Ji転の基本技術を放来しておいて？なんで

を 1 1 i める~.：~があるのである。

すなわち，近路や車両1,1を安全に使う技術が

王Ji!li.iィIffこなければ，けっして’玄令は保証され

ない。現夫に発生している交通事故をす1例的

安全が｛米両1Eされよう。交通『Ji放の防止は，あ

なたまかせではでぎない。交通『Ji故ほど “J怠

慢は必ず災i与を招く”よい実例はない。 1人

1人の中に安全が作在しているのである（大）
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。古くて新しい水害問題

日本は，地震や台風その他いろいろのはげし

い自然現象のおこりやすい地理的条件下にある。

そのために，むかしから しばしば大災古にみま

われてきたし，また，一般の住居が木造なので，

大火の先生もじっに多かった。

ところで，災害の以囚にはいろいろあるが，

それを受けるのは人lllJなのであるから，人智の

｜訂 l：や社会の発展によって災古刈策はつねに改

善され進歩－しているはずで，被’占は年とともに

減少するのがば則であろう。そして，たとえ社

会条件の変化によって新しいjf~の災古が生 じ，

その被芹が地大しはじめたとしても，それもま

た対策の進歩にともなって，いずれは減少しは

じめると期待してよいのではないか。

事実，このような考えは多くの災害について

あてはまると考えてよい。たとえば，どこのI1'1 

でも土木技術の未発達の古代においては，かん

ばっはもっとも大きな災｝！？だった。とくに水出

稲作を民業の中心とした｜二l本では，かんばっは

いちばんおそろしい災計だった。しか し， rjI世

以後になりかんがいJIJ；）＜の平lj川が進んでくると，

災害としてのかんばつの順位はずっと下がって
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え
る

しま っfこ。

また，大都市が先述しはじめた近世において

は，LPドでは数T戸，数万j’を焼失するような

大火がしばしば起こり，それはl~j治年代になっ

ても尾をヲ｜いていたが，防火刈策の進歩した今

日てeは，それはすでにむかし語りである。そし

て，かんばっや大火ほどにいちじるしくはなく

ても，むかしからよくあったような災·~~は，い

ずれもその被；与を減少しつつあるか，あるいは

すくなくとも人「｜ に対する被；I~の古IJ (Iは減少し

ているのではないかと北Lわれる。これに対し，

水百だけはいっこうに減少していない。

日本の水Ill稲作は， TL4紀前3111：紀ごろから始

まったという。それは山山な水を必~とする民

業であるから，ノ•l<'hにみまわれることも多かっ

たにちがいない。そして，仁徳）（9.11年には茨

LU堤を修築したという 11本，q：紀の記載からみる

と， LI.f.:の治Aく’)I:；応tよ大陀文化がさかんに流入

しはじめた4Ill: 紀末までさかのぼれるらしいc

それは， /IV良川ノkをit(Hf.!t：するための！行2水池のf1li

築であり，ノ•）＜. ＇， Ii を防止するための河川改修工 ・H

であった。

ところで，日本におけるノ・J<'hの，＼t.:$.止を：淵べて

みると，奈良，；リI• 'l'・Y.' 1:91 か ら • I•Ill：・近｜止にいた

るに従って急、j£な明ノ三を示している。それは，



1つにはH年代がトるほど。！？き伐された記録が多

いためでもあろうが，また 1つには人11の増加！

とオj山の開発によって，水・， 1~：の対象になる家阿

や民地が斤l大したからにちがいない。そして，

増大する水：！？に付してはいろいろの対策がく ふ

うされたであろうが，実際に効果的な水計対策

がおこなわれるようになったのはだいたい16-!H:

紀以後のことである。それは，築城のために経

験的上木技術が先述したからであったが， この

程度の刈策技術てPは，とうてい， じゅうぶんな

ぷ万刈策はなしえず，水刀はI白加！の一途をたど

ったのだった。

191治以後は丙欧の治水技術が模範とされ， つ

いで日本においてもくふう進歩：が加え られたし，

；）＜ ~I；：対策には長年にわたって膨大な経到’が投入

されてきた。それにもかかわらず，水吉による

被；＇fはii＇々ぱく人‘な似にのぼり，日本の；J＜｝；は
タ:J-Wの強化によって減少しているのかどうかわ

からない。こういうことは，ぷ害の一般的性的

なのだろうか了 あるいは，II木のぷ芹の特性

なのだろうかY

。日本の水害の諸条件

日本に水；l；・が多いのは，いうまでもなく雨R

が多いからである。たとえば，l111じ！大限東岸地

ブjの年間雨祉を同緯度の日本名地の雨足と比較

すると，上海 ・1N:r;tでは 1OOOmmをこえる程

度であるのに， 似た緯度の＇，0，・崎 ・ 足摘l~~jでは

2 500mmをこえる。他の緋度について 比較し

てみても， ＂＊ の年lllJ雨世は似た緯度の1t1同東

部に比べて 2～2.5 fr~－である。

このように日本に｜中jの多いのは，日本は西は

アジア人；陀に近く，＊は太平洋に回 し，北東か

ら南西にのびたタIJ向である，という地理的条件

に支配されているからである。 というのは，日

本近海では1：吃燥した大間十｜二の空気，混った海洋

性の空気，寒冷な北）J·1~ 1 ：：の空気，高誼lな l羽方1

の空気が来f主し， J支f1Pllし，天気ははげし〈変化

し，とくに存秋には前線や低気圧の通過がじつ

にひんぱんである。また，夏は高温多湿な熱帯

海洋性空気の支配をうけてむし暑く， 1'¥:iも多く，

さらに夏秋の間にはずI)ffil,の米襲がある。冬だけ

は雨が少ないが，それは表白木だけの話で，哀

日本ではJ山形の；；~~岱をうけ て多世の降雪があり，

それは春先に制：7；こう水をおこす。

ところで，円本の雨lJ~：は，多いといっても年

川にしてみれば2000～3 OOOmmくらいで，こ

の程度の雨が適当な111]隔で降るなら水古などは

おこらない。 しかし， 1'8はけっ して平均的な降

り方を しないで，｜民候j切に集中するばかりでな

く，降り）jは じつに気ま ぐれで，｜海らないとき

には数迎｜日jにわたって1iti'iも降らないこともあ

れば，｜盗るときには 1Flのうちに数か月分に相

当する雨足になることもある。そして，このよ

うなはげしい変動は，日本近海にやってくる空

気の性質と地形とに支配されるようである。

日本は北京から南西にのびた火Li17'IJ Iゐで，面

fi＇（は37万km2であるが， j出JI三は急11皮で 2000～ 

3 OOOm級の山岳が中火山脈を形成しているた

め，海岸平野は発達せず，出耕地は全体の15%

内外にすぎない。

ところで，低気圧や前線が雨をと もなうのは，

そこに上昇気流が生じているからであるが，白

木のように急｜｜度な地形のと ころでは，LIJに吹き

つける気流は上昇するから，そこでははげしい

豪雨が生ずるであろう。たと えば，奈良県の大

台ケ原は雨量の多いことで有名な所であるが，

これは夏季の湿った空気が紀伊半島の南東側か

ら吹き上げるからである。冬王子：，訣；日本側で多

:11の古が｜峰るのは，冬の季節風が中央山脈に吹

き上げるからにほかならない。

また，地形が急峻だから河川はいずれも急流

で，こういう河川｜流域におど雨があると，増水は

じつに急激であっ て，日本の河川のように最大

流量と最小流量の比の大きい河川は少ない。た

とえば，この比は筑後川では 880倍，利根川で

は680倍，流量が比較的一定しているように見

える淀川でも 108倍である。このように流量が

大きく変動するということが，日本の水害の原

因のひとつになっているのである。

ところで，山地は長年のうちに風化して土砂

予防時報一5



をとl三注し，それは降雨によって河川へ流され，

しだいに下流に述ばれる。このような土砂のた

い積したものが沖積土で，日木における股耕地

や都市のほとんどは，このようにしてできた沖

積平野に発達している。ところが， jfI地からの

土砂の流出は現復もなお続いているのであって，

豪雨などに際しては山くずれ，がけくずれ，地

すべり，あるいは山つなみなどによってばく大

な土砂が生沌され，それがいっきょに谷から抑

しII:¥され，土砂の山を作り，あるいは河床を変

化させ，さらに下涜にたい杭する。したがって，

沖積七の形成はいまなおつづいているのであっ

て，このような自然、の変化をとめるということ

は，容易なことではない。これもまた水’Zの有

力な原因となっているわけである。

．むかしの水害対策はどうだったか

水百対策については，古代の日本においても

いろいろなくふうがなされたであろうが，効果

的な対策がおこなわれはじめたのは，築城のた

めに土木技術が発達しはじめた16t止紀ごろから

以後のことである。

そのころ，武Ill信玄とか加藤11＇）・正というよう

な武将Li，経験によって身につけた土木技術を

川い，領内の河川の治；J<エーHをおこなって，こ

う水から領民を救ったのだった。たとえば，信

玄が釜無川にきずいた信玄堤， ti守正が熊本で構

築した釆越堤などは今日までも残っているが，

その特徴は，いずれも総合的水害対策だったと

いうことである。

ここでいう総合的とは，当時の技術をフルに

活川するとともに，水害対策のいろいろな而を

訓平｜｜させて考えていたということである。来越

促についていえば，ひんぱんにおこる程度のこ

う水は絶対にはんらんさせないような日さの捉ー

防をつくるが，まれにおこるような大こう水は

堤防を来りこえはんらんさせる。そのためには，

堤防に木や竹を植え，くずれないように内外か

ら固める。その紡果，大こう水のときには水の

はんらんはおこるが，土砂 ・小石は農地に流出
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しない。しかも， 7］くのはんらんはrJr l也から肥料

分を運んでくるので，翌年は出作が期待できる

のであった。

また，江戸幕府が成立すると， W1定奉行伊奈

Wif1if守は家康の命をうけ‘江戸の東側の湿地？！？

の開発をするために河川の流路をかえ，江戸間

にそそいでいた水を太平洋に流すようにした。

さらに，河村瑞軒は，泌川の改修にあたって，

上流では砂防工事をおこない，下流では新川を

閉さ くして水路の安定を｜ヌ｜るという総合的な対

策をとった。

このように，むかしの日本においても，り っ

ぱな治水，；i-rrrirが実施され，それはある程度の効

果をおさめたようである。しかし， 1.J建H年代で

あった当Hキとしては，必要とあればどんな労働

力でも動iiできるが，そういうこと をどこの？為

でもおこなうほどの余桁はない。必内の卜J自は

しだいに｜井j売されたけれども，治；J<,lJ・pri1はそれ

にともなわず，水~Ii：は イ｜ご を迫ってW1J111するばか

りだったらしい。

.輸入技術から発展した治水対策

明治年代にはいると西欧の各析の；1111度，予li¥J

・技術の導入がさかんになったが，そのう ちに

はもちろん治水技術も合まれていた。そして，

陸上交通の不便な当H』ーとしては，河川のJi）迎の

利用という11ilV.'i，から，まず注目されたのがオラ

ンタ．の治水技術であった。しかし，平地のオラ

ンダで発達した河川技術が， ILr地の多い日本の

急流河JI［にあてはまるはずはない。いっぽう，

陸上交通に｜刻しては，すでに明治5年に段初の

鉄道が束J;ff~li iJI；川に完成し，それはいずれ他の

地方にも及ぶはずであっ た。したがって， bi初

にオランタ＊の治水技術にn：日したことは失敗で
あった。しかし，それまでは助だけに頼ってい

た日本人が，治水計画はlil:;J＜襟による水位の測

定から出発すべきことを女11ったのは，オランダ

人のおかげだった。

その後オランタ’式治水，11i函は進められてもい
っこうに効果があがらないばかりか，国内の開



発が進むにつれて河川のはんらんは年々増大す

るばか りであった。そのう ちに，フランスその

他の国の留学を終えて帰国した技術者たちの間

では，日本のような急流河川で、は，水路の安定

を図るオランダ式の低水工事をおこなうよりは，

むしろ，堤防によ ってはんらんを防ぐ高水工事

のほうが適切である，という批判が高まってき

た。そして，これに踏み切ったのが明治29年の

河）I／法 （内務省所掌〉 と翌30年の砂防法（農商

務省所掌）の制定だった。

このように して日本の水害対策は法律にもと

づく治rli・治水計画として出発することになっ

たわけで， その中心はしだいに日本人技術者の

手に移りつつあった。ところで，明治33年には

北清事変がおこり，つづいて朝鮮問題でロシア

との関係は悪化の一途をたどるという情勢であ

ったので，当時の日本としては，ばく大な経費’

を要する治水事業を拡大するわけにいかなかっ

た。そのうち， まもなく日露戦争がおこ ったの

である。そして，戦後満5年たった明治43年に

は，関東を中心にした稀有の大こう水がおこ っ

たが，これを契機として日本の治水事業ははじ

めて軌道にのることになった。

この大水害は，関東全域にわたる大豪雨によ

りおこったもので，利根川本流の堤防も決壊し

て大はんらんをおこした。そこで，政府は内務

省、を中心として臨時水害調査会をもうけて治水

計画の方針を決定し，まず第1期の計画として，

明治44年から18年間に主要20河川｜の改修工事を

完成させるとともに，あわせて44河川の調査を

開始することが決められた。また，これと並行

して股商務省を中心に，治山事業も18か年計画

によって山地の崩壊，土砂の流出を防止すべき

ことが決められた。

このように して， 大河川に対する水害対策と

しては，下流部における述続堤防の構築を中心

とした改修工事と，上流水源地特？における砂防

工事とが同時に，並行的に開始されることにな

った。その後は，大正年代を通じて大河川のは

んらんは漸次減少の傾向をみせ，水害対策はど

うやら効果があがりはじめたように見えた。し

かし河川は生き物のようなものであって，豪雨

のたびに急増するこう水量をいつも安全に流す

ということは至難のことである。だから，大正

年代に大河川のはんらんが少なかったのは，こ

の時期がちょうど雨の少ない時期にあたってい

たからだったと解釈したほうが正しかったらし

し、。

．昭和年代の治水事業における問題点－

第1期治水計画は昭和3年までの18か年で，

つづいて中小河川を対象とする第2期治水計画

にはいることになった。この計画の責任者だっ

た内務技監中川吉蔵氏は，河川は生き物だとい

うことを心得ていて，第2期治水計画において

も従来の高水工事を継続する ことに疑問をもっ

ていたらしい。というのは，昭和4年7月の

「水利と土木」紙上において，かれはJ‘中小河
川に対する治水計画は普通計画！と非常計画の2

本だてとする。普通計画はしばしばおこる程度

のこう水を完全に流す計画であり，これにさら

にまれな大こう水のばあいに対する安全弁とも

いうべきものを加えたのが非常計画である”と

いう意味のことを述べている。 このばあい，安

全弁というのはむかしの乗越堤や遊水池のよう

なものが考えられていたらしい。

この中川技監の考えは実施にいたらなかった

が，それはおそらくつぎのような理由だったの

だろう。第 1はかれの部下たちは第 1期計画の

結果に自信を持ち，高水工事を主張した。第2

は大こう水に対する安全弁として，河川に接す

る農地が冠水することは地主も農民も因る。第

3は中小河川で高水工事をやらなくなり，土木

事業が減少すると関係業者が困る。

おそらし このような理由で，第2期治水計

画においても第1期のばあいと同じく，コ ンク

リートで固めた堤防が作られたし，水源地帯に

おける砂防工事恥植林よりはむしろコンクリ

ートで傾斜面をかためることに重点が移ってい

った。しかいその結果，山地の保水能力は減

少し，豪雨のあるごとにばく大な雨水はたちま

予防勝毅一7



ち河川に集まってくる。また，両岸に迎続堤防

ができてしまうと，こう水の流れは早くなるの

で，下流における出水はいっそう急激になるで

あろう。中川技監は，このようなばあいを予想

して非常計｜市！というものを考えたにちがいない。

ところで，第2期治水計画にはいって数年，

昭和］ 9年ごろから日本は雨の多い年代にはいっ

たらししこの年の室戸台風，翌日年および13

年の梅雨前線の活動で，日本各地は大水害にみ

まわれることになった。ところが，日本にとっ

て不幸なことには，このころの白木をめぐる国

際情勢は悪化の一途をたどり， lli':l和16年には太

平洋戦争が開始された。したがって，日本は雨

の多い年代にはいり，豪雨と水害はひんぱんに

なってきたのに，戦争のため治水対策に投入で

きる労力や資材は年ごとに減少しつつあった。

やがて戦争は終わったが，雨の多いH寺WJはなお

つづき，国土の荒廃と相まって水害はさらに増

加していった。

戦後の大水害のひん発は，雨の多い気象条件

と戦争による国土の荒廃とに大きく左右された

ことはll{fi’かであるが，第2期治水計画がIll水を

増大させたといえないだろうか。たとえば，明

治43年8月と昭和22年9月には，関東地方は

いずれも台風の襲来によって同程度の規模の大

豪雨にみまわれ，利根川の堤防は 2同とも架橋

で決壊した。ところが，明治43年のばあいには，

栗橋の最大流量は 7000～8 000m3/secと惟定

されたのに，昭和22年のばあいは 8割増しの

13 000～14 000m3/secだったという。これは明

らかに，雨水工事と砂防工事により出水が促進

されて生じたいわゆる鉄砲水の現象であろう。

昭和28年の筑後川の大はんらんも同じように考

えてよい。

ところで，利根川や筑後川のような大河川の

水害もさることながら，戦後の水害の特徴は，

中小河川においてかつて経験しなかったような

大水害がおこっていることである。たとえば，

昭和28年の有田川（和歌山県）， 32年の本明川

〔諌早市），33年の狩野川（伊豆半島〉におけ

る大水害なと。は，その典型的な例であろう。こ

8一予防時報

ういう水害のたびに，近年は集中豪雨がふえて

きたらしいといわれている。昭和9年ごろから

雨が多〈，とくにij災後にそれがいちじるしかっ

たことは事実であるが， 実際には会長雨がはげし

くなったというよりは，雨水の流出が早くなり，

それが水古を拡大しているのではあるまいか？

.現在の対策と問題点

明治43年8））と｜｜行手1122年9月の関東地方の大

豪雨はだいたい似たような規模だったのに，そ

れに原閃した利根川の大こう＊は，後者のばあ

いのほうがはるかにはげしかったとすると，今

後のこう水対策は川題で、ある。そして，いまさ

ら河l隔の拡大も堤防のかさ上げも困難だとすれ

ば， こう水の流出をおくれさせる以外に方法は

ない。そして，アメリカのTv Aをまねた多目
的ダムが各河川上流に構築されることになった。

いまのところ，大こう水の対策としては河川

上涜にダムをつくってこう水流出を調節する以

外にうまい方法は与えられないようである。し

かし，日本の地形は急峻であるため，ダムをつ

くっても貯水足は少ないうえに上砂で壊没しや

すいので，ば〈大な7)<.:J:i:を貯水することにはむ

りがある。落差が大きいため発屯には有利であ

るが，いっぽうではダムの下部は洗御されやす

いであろうし，地震国だから大地i主で崩壊しな

いとはいえない。そのうえ，人口の多い日本で

は，どんな谷でも人は住んでいるのである。

このように，こう水の流出をダムによって抑

制しようとしても，日本のばあいには外国に比

べて不利な条件が多い。けれども，その他にど

んな方法があるかといえば，いまのところはこ

れに代わる方法はないのであるから，諸外国の

ばあいに比べて条件はよくないといっても，出

水の急激な河川にはダムを構築しないわけには

いかない。そして，このような事情からみれば，

水害対策には特効薬的な良法はないのであるか

ら，それぞれのばあいにもっとも適した方法を

採ったり，いくつかの方法の組み合わせが検討

されなければならない。 （筆者気象協会常務理事〕
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． 台風と災害
ず｜ むかしから， 210日とか 220日 （立春

れ｜ からかぞえて〉と臥で，その時節にわ

目が国をおそう暴風雨をわれわれは怖れて

きた。しかし，気象予報の発達した今日

では，それらの暴風雨は00号台風など

と呼ばれ，その経路や規模は事前に知る

ことができるようになった。

山 南方の洋 tに先生する熱帯低気圧は，

〈｜ 風速17m/sec以上の場所をその域内にも

つようになると， “台風”と呼ばれるよ

うになり，その年ごとに発生の順序に従ず

れ｜ って寄号がつけられる。

熱；Hf低気圧は熱布地域の海上に生れる

が， しかし，熱叩；ならどこにでも生れる

というわけではなしその発生地域はだ

いたいきまっている。おおまかには，北

太平洋の西部地域の海上に発生したもの

山｜ は“タイフーン”と呼ばれ，わが国で“子？

っj風”といっているものがこれである。ま
なifこ，ベンガル湾，アラビヤ耐に生れるも
iのは“サイクロン’＼ メキシコ湾に生れ
み』 るものは“ハリケーン”と呼ばれている。

熱’トif低気圧は，熱帯海上の巨大な空気

のかたまり の動き （上昇気流〕 と地球の

自 ill云との関イ系か ら ~E.れるという 。 すなわ

ち，強い上昇気流ができるとその下層にまわり

の空気が吹き込んでくるが，地球が自転してい

るために，その吹き込んできた空気が回転して，

強いウズ（渦動気流〉を形成するものである。

このよ うにして生れた台風は，太平洋の高気

圧の大きな流れに来って動いていく 。台風の発

生の数は，統計的にみると 7月～ 10月に多い

（月に4個以上〉が，日本がいちばん多くおそ

われるのは9月の台風で，何年の平均で 2個ぐ

らいになる。

・雨台風もあれば風台風もーー

われわれが台風をおそれるのは，さまざまな

自然現象の中でも，台風がけたちがいの破壊的

なエネルギーと規模をもっているからである。

台風には雨台風（雨による害が大きい）もあれ

ば，風台風（風による害が多い〉もあるが，こ

の自然の暴力魔がもたらす災害はあまりにばく

大である。

一口に台風災害といっても，これを厳密に追

求していけば， じつに多極類な（またじつに広

範囲に〉災害がひきおこされている。たとえば，

まず台風は，海上で船舶の航行不能ゃそうなん

をひきおこす。上陸すれば風害（ 1枚の雨戸に

かかる風圧は，風速50/secでは約0.5トンにも な

る〉，水害（河川はんらん ・浸水 ・冠水など〉，

さらには停滞前線を刺激して獄烈な集中豪雨を

もたらい大洪水による家屋流出，地すべり ・

山つなみなどをひきおこすのである。

予防時報－9



もちろんわれわれの組先も， またわれわれも，

台風に対してさまざまな防ぎょ策をこうじてき

た。天気予報にはじま って， 洪水対策 ・肖潮対

策 ・暴風対策など，日本人が台風に対して払っ

てきた有形・無形の努力は，実際何万巻の書物

にあらわすとしても，書きつくせはしないだろ

つ。

．たしかに防災措置はなされてきたが．．．

たしかにわれわれは，気象情報の発達や治山

治水工事や防潮工事などの一連の防災措置によ

って，過去にくらべれば，台風による災害をあ

る程度まで防げるようになった。 しかしまた半

面，急激な産業の進展と社会の拡大により，い

ままでになかった各稲の災害をわれわれはこう

むるようになった。

人口の増加および生産地帯の拡大は，必然的

に新しい土地を必要とする。われわれは海岸を

埋めたてたり干拓したりして土地を造成し，こ

れらの土地を農地 ・工業地などに利用するよう

になった。しかし海岸に造成された低地帯は，

じゅうぶんな防潮工事や排水工事がなされなけ

れば，洪水やjl';j潮による台風災害の危険からの

がれることはできない。既成の沿岸工場地帯で

も，地下水の多量のくみあげによる地盤沈下に

よって，同じような危険にさらされている。

また，宅地の入手灘と異状な地価の高騰によ

り，われわれは，はんらんの予想される地域に

移動したり，丘陵地や山の斜面iにまで宅地を求

めざるをえなくなった。いまや，ひとたび集中

豪雨や台風の襲来があれば，これらの地域に住

む人々は，水による家屋流出，がけくずれ，山

つなみにおびえなければならない。

もちろん台風は，人の住む地域に被害をもた

らすからこそ直接的な損害をわれわれに与える

のであるが，近年は，従来ならば自然物災害で

すまされていたような地域にまで，人聞が進出

するようになったために，台風による人為災害

の件数が多くなっている。こうしてみると，い

くら台風災害といっても，そのすべてを台風イ

コール暴力魔という形でみてしまうことはでき

ない。人間の側にもずいぶん弱みがあるわけで

10一予防時報

ある。

台風は完全な自然現象であ り，だれに敵意を

もっているわけではない・が， まただれに遠慮え

しゃくするわけでもない。台風それ自体に対し

ては，いまわれわれはなんの操作を加えるすべ

をもっていない。したがって，台風に対しては，

これをいま以上に科学的に総合的に研究し，事

前の防災対策に万全を期す以外には，台風災害

を防止することはできない。

台風の総合的防災対策には，雄大な構想と巨

額の費用を要することはいうをまたない。そし

て，この道はあまりに遠い。 しかし，われわれ

はやらなければならない。台風による被害とい

うよりはむしろ， “不良造成工業地災害”とか

“住宅政策不在による急、造宅地災害”とか名づ

けていいような災宮は，ぜひともなくしたいも

のである。． 崩壊現象をおこしやすい地形
毎年くり返して襲来する台風，あるいは停滞

前線などによる集中袋雨の作用によ って，建築

災吉が最近各所にひんぱつ している。しかも，

丘陵地を利用して造成された宅地では，がけく

ずれ ・地すべりをおこして， 多くの犠牲者を出

してし、る。

地すべり ・山つなみなどによる災害は，いま

にはじまったことではない。それにもかかわら

ず，毎年同じような崩壊による被害が絶えない

のは悲しむべき ことである。近年ますます宅地

の入手が困難になり，また一方， 国家による抜

本的な住宅政策がなされない以上，庶民は，危

険の予想、される丘陵地や段丘地にまで宅地を求

めざるをえない。

いっほう，台風や集中豪雨による崩壊災害を

完全に防止することは，かなりむずかしい。各

地の立地条件については，気象 ・水不lj・地質学

的な調査・研究が必要であるし，また，それに

対応する土木 ・建築工法が確立されなければな

らないからである。また，立地条件は，恒久的

なものではなし地震などの影響による地形の



“山つなみ”におそわれた足和田村根場部落（山梨県〕。台風 26号（’66年10月〕による災害

変化も考えなければならないであろう。

こうしてみると， E陵地や段丘地の宅地開発

は？とても民間の資本力のみではじゅうぶんな

工事がおこなえるとは思えない。この小文は，

国家の住宅政策についてうんぬんすることが目

的ではないが，台風をはじめとする自然災害を

防止するためには，匡l家の主要な事業と してこ

れを推進する以外には，版本的な解決がありえ

ないのは明らかである。

以下には，個々の崩壊災計の事例についての

べながら，ややJl｛！学的な而から解説を加えてみ

fこし、。

・きりたった大西山の半分がくずれー

111つなみによる災苫で妓近もっとも悲惨だっ

たのは伊那谷 のそれであった九襟l〔；i約 1642 

mの産のようじきりたった大西山の半分が，も

のすごいうなりを立てて，大河原地｜込と大西山

＊その後，川崎市の久末の石炭灰山の山つなみにより 15~地の

住宅が~］没 ・倒壊し， 死者24人，重傷者8人 （40年 6 月 26 El) 
をtUした。また今年にはいってからも，台風4号の接近によ
る集1~1家雨で各所にいたましい災害が発生（41年 6 月 25 日〉

L，そのうえ，宮古山台風につづく台風26号で山梨県の足和
田村および静岡県の栴がぬで，山つなみによる無惨なJj)J峻災

害が発生している。

の間にある 300m帽の小渋川河川（と水田にくず

れおちた。このため，七砂と岩石で小渋川がせ

き止められ，建物36むねと約 50人の人々が瞬

時に岩石や土砂の下敷になってしまったのであ

る。

そればかりでなく，パ竜川｜の川｜底が年々上が

っていたために，天竜Iii夫沿岸地域の堤防けっか

いと河川はんらんによる被害が）Jllえてひきおこ

された。このことは泰阜（やすおか〉ダムと関連

して（JII底が上がるのはこのダムのせいだとい

う意見がある〉，新たな政治問題にまで発展し

た。河J11 I::流での洪水被苫がくり返えされると，

いわゆるダム建設の総合性とか多Id的性といわ

れていることに対して，再検討が必要のように

忠われる。そして，今後の方向としては地形 ・

地質 ・降雨および森林の状況などの関係を全体

的に検討 ・調査し，防災対策をたてなおす必要

がある。

．みずみちができてー噌．．

丘陵地引で，無1ihI1i1に山林が伐採されたり，

大規模な多目的ダムが建設されたりして，付近

の山岳地；貯の111相に急激な変化がおこると，集

中家雨ゃそうとうの雨卦を伴う長雨があったば

予防時報ー11



]J)l i二やすべり務ちた土は，侵食されやすく分解がお
こりやすい

第1図断層がけの開析 （dissect)

あい，岩！百j百や基盤岩は，渉透した水のためせ

ん断抵抗力（“ずれ” の抵抗力〉が弱くなる。

このばあい，水の惨透や流動は必ずしも一様に

おこなわれるとはかぎらないが，豪雨が続けば

大小さまざまの “みずみち”が通じ，そのうち

にはとくに集中的に流れるところができる。〈こ

れらの“みずみち”は，土砂降りや豪雨続きで

ないときは，水は枯れて流れがないのがふつう

である。〉多祉の水がみずみちに流入すれば，

水圧が大きくなり，かつまた，みずみちが破吹

されたり，おIt路がふさがれたりすると，地下は

んらんがおこるようになる。

このように，地下水流あるいは地下はんらん

のために水圧が生ずることが，崩壊 （iJ Iくずれ，

がけくずれ〉を生ずる直接の原因とされている。

そしてこの水洗が猛烈であればあるほど，また

はんらんが大きければ大きいほど， j泊原作川も

甚大となる。

なお， IL1 岳地情や丘陵地帯の山くずれによる

iJ'ii Iーは， Ill腹に新しいゆるやかな斜面を形成す

るが，その経過を示すと第 1図のようになる。

そして崩士やすべり落ちた土は，水に侵食され

やすく，分解がおこりやすい。このような条件

のふもとにある部落 ・市街化地区などは， LI」つ

( I ) l2) 

(a) 

(b〕

第3図傾斜面の岩屑膚は地すべりをおこしやすい

第4図泥流の堆積谷

なみ （地すべり，1L1くずれ，がけ くずれ）の影

粋をこうむる危険がある。

地すべりをおこしやすい地形の断而の例を示

すと， 第2図のように河川に而する正｜後が切り

とられたばあい， また第3図のように傾斜而に

はらばうように岩h引百がある地形でおこりやす

い。さらに，泥流の堆積谷（第4図〉，隆起泥炭

地あるいは沈降泥炭地なども，条件の変化によ

( 3 ) 

第2図河段丘と切り 取り

12一予防時報



つては地すべりがおこりやすい地形である。し

たがって，宅地を造成するばあいには， 土地の

成因をじゅうぶん調査し，防災上の資料を取り

そろえておく必要がある。

段正地や正陵地を宅地化する際，もっとも常

識的で重要なことは，その地域の土壊の成因と

実態，つまり表土の条件，亀裂や節理面の状況

などについて，詳細な資料のうらづけをわすれ

ないことである。地域によ っては，出水がある

と極端に表土のずれの抵抗力がなくなってしま

うようなところもずいぶん多いからである。

・山つなみ・がけくずれ・地すべり
土は雨水の一部を粒子の

でなく，多量の地下水も一時に流出するので，

ばく大な崩壊物を含んで小山のようになったみ

ずかさがいっきょに奔落してゆく 。この濁水の

中には大小さまざまな岩石あるいは大木などが

含まれるため，その破壊力は想像を絶するもの

がある。この衝激流は谷聞をえぐりながら，包

含物をますます増大し，扇状地に向かつて奔出

する。これが山つなみの実態である。

このような奔流（衝激流〉も，扇状地に出る

と急にこう配が小さくなり，流路がjょがるので，

琉速がにぶり，大きな岩石や大木などはそこに

沈f11fして，破壊力は弱められる。しかし，速度

を減じた流れにも，なお多lJ:の土砂が含まれる

ので，河底に沈殿して河床を尚くし，あるいは

IUJに含むが，大部分の水は

すきまを通って下に治ちる。

下に粘土層とか岩のように

水を通しにくい府があれば，

水はその上にたまって地下

水を形成する。長雨とか豪

雨になると，表層は雨水を

合んで飽和状態になり，地

下水があふれて表層との切

合線がしだいに上昇する。

｛ ＼ 戸・ー・4 ・

とくに，谷間に近い傾斜地

の表桜は海綿のように水分

を合んで，重主；を増してく

る。このような状態になる

と，表層の凝集カと安定度

が失われ，ついには斜面の

急なところから，はく離崩

壊がはじまり，やがて猛烈！

な破壊力を持つ大規模な衝

激涜となって，これらの土

砂（岩石を含む〉はふもと

に向かつて落下する。すな

わち，がけ くずれ， LfIくず

れおよび地すべりなどに際

しては，土砂 ・小石 ・樹木

などが渓谷に落下するだけ

狩野川台風災害地略図

斜線部は浸水地域

第5図狩野川台風，災害地略図
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aとb丘は，洪水白iljは;f続していた。旧河道は，手前からこの丘に突きあたり， う回してcをiJflっていた。こ

のときの崩壊で流路が変更してdからeに流れ，河床が低下し a-b丘の背後のfに合流した。 Eは崩壊面，hは

t1!1代杉を煽った跡.cは旧河床， lは/J)jl表後に新たに作った道路

第6図筏場 〔地蔵堂川上流〕大崩壊個所の見取り図 （地理♂目、ド論 33-3から〉

橋げたとかダムのよう な障害物につきあたって

はげしい沈殿堆積作用をおこし，流7］くがはんら

んしやす くなる。そして，ひとたびはんらんが

はじまれば，付近は瞬時に土砂に埋もれ，いわ

ゆる砂つなみ現象をおこし，それらの区域に存

在する建物に甚大な影響をl］－える。このような

例では，｜｜白平1113年 7月5日に発生した阪神地方

の山つなみ現象があり，最近の集中豪雨でも こ

れによ く似た崩災現象が各地にひんばっしてい

る。

a) 狩野川台風による崩災現象

1958i:J三9月26日に来襲した狩町川台風によ る

崩災のうちと くに筏場の大崩災についてのベる。

修善寺町横頼から上流の狩野川本流および大見

川の河床には，おもに小石からなる段丘がくず

れ落ちたが，その移動の距離は大き くなかった。

山くずれによってすべり溶ちた砂 ・小石は，直

接河床に接して崩壊したもの以外は，山腹ある

いは渓聞に堆積したものが多かったからである

（第5図参照〉。

筏場の大崩i哀は軽石質の砂 ・小石層に発生し

14一予防時報

たものである。崩康前の筏場川は，崩壊現場付

近から，いちじるし く蛇行して南東に流れ，つ

いで北東流および北流していた。この峰石質の

砂 ・小石層は，高さ80mに達する筏場段丘を構

成していた。ところで，この軽石質の砂 ・小石

層の中には神代杉が埋没されてお り，住民がこ

れを採掘するため， 各所に横穴，縦穴が多く掘

られたままになっていた。そのために筏場川の

水位が上昇すると，蛇行部分でこれらの穴に水

が流入したのである。と ころが粘着力の比較的

弱い上質で、あったので，水圧が増すにしたがっ

ていっきょ に崩壊し，山を割払流路が変わっ

てしま った （第6図参照〉。 まったくおそるべ

き破壊力である。

b) 伊勢湾台風における崩災

伊勢湾台風（昭和34年9月26日〉に伴う崩災

（山つなみ〉による被害がもっともいちじるし

かったのは， 三重県伊賀上野地方の，名張1fTと

上野市を中心とする区域であった。これらの都

市とその付近に散在する町村は，山岳地’；：1：：に取

り囲まれて一種の盆地となっているので，周囲



，の山々に降った集中豪雨は一時にこの盆地に向

かつて流れ込むような条例に置かれていた。

＂＿／；，：，＇芸w士の研究によると，雨水と河川に流れ
出る水との比率（流出率〉は（もちろん各地の

条件によってかなりのちがいはあるが）， 降水

量IOOmmぐらいまでは，ほとんど同ーの割合

で保留されるが，これをこえると保留される水

量は漸減し， 250～30(Jmmをこえるとすべてが

涜出するようになるという。この結果から判断

すると，とおしゃ｜峰りに力nえて森林らんばつで：・111

相の甚大な変化が与えられているばあいには，

降雨lJlのほとんど令部が峡谷に向かつて一時に

流出すると推定される。

ところで，このような豪雨のときには必ず山

岳地叩’の各所に山くずれ，がけくずれ，あるい

は地すべりなどが発生している。

しかも山林伐採の結果，ふつうの

豪雨のばあいでも安芸同士の計算

値よりも早〈，渓谷に土砂や岩屑

を含んだ激突流が流出しやすい。

しかも，伊勢湾台風によ る異常集

中豪雨にみまわれたのであるか

ら，土砂や岩屑などにまじった岩

石（砕石〉なとーが，市街化部分の

建物に激突してこれを破壊または

埋没し，災害をいっそうはげしい

ものにしたことは想像以上であっ

たと考え られる。

名張市のばあいは，市街地全体

がこのような災？？をこうむるよう

な位置にあったのに対し，上野市

のばあいは，このような影響が比

較的少ないところに位置していた。

したがって前者と後者とで、は，被

害の規模では，はなはだしい差異

を生じた（第7図および第8図参

照〉。

1COO 

は上野市のほうがはるかに広範凶であるが，そ

れがき（：いにも市街地をはずれている。これに反

して，名張市でははんらん区域はわりあいにせ

まいが，その区域のほとんど全部が市街地なの

である。どのような猛烈な山つなみが発生して

も，それが人口の密集している部落や市街地を

さけていれば，被害は経くてすむ。しかるにそ

れほど激しくないものでも，人口の密集した市

街地に突入してくれば，災害は意外に甚大とな

ることを，この 2つの実例は端的に物語ってい

る。

c) 伊那谷などの例

日仰1136年6月26～29日（台風6号，梅雨前線

の停滞による〉の集中豪雨による災害をみると，

2000 

. . 

ペヤ＼
このことは，名張市と上野市の

はんらんの範囲を示す図を比較す

ればただちに理解される。すなわ

ち，土砂奔流がはんらんした区域

線影部は浸水地域。×印はがけくずれなどによる山腹工事必要個所

第7図 名張市付近のはんらん区域と山くずれ個所
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線影部は浸水地域。×印はがけくずれなどによる山腹工事必要個所
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第8図 上野市付近のはんらん区域と山くずれ個所

死者，行方不明者など人命に関する被害はじつ

に多しさらに家屋の全壊 ・流失 ・埋没などで

住居を失った人の数もばく大な数にのぼった。

こういう事態をみると，政府がl鳴り物入りで宣

伝しながら建設している住宅棟数は，自然力や

火災などの災害によって失う棟数に追いつけな

いのではなかろうかという気さえする。

天竜川の堤防決壊は伊那谷一帯』こもっとも悲

惨な水害を与えた。すなわち，飯田市から天竜・

峡までの沿岸各村は濁流のなかに孤立し，水災

の恐怖に包まれた。天竜川と流には，いつかこ

のような惨事がおこるのではないかと，地元の

人々は心配していたと伝えられている。それと

いうのも，水源地の山岳地域には崩壊しやすい

地質のところが多く，三峰川などからどんどん

16一予防時報

流出 してくる土砂が，泰阜ダム，

平岡ダムなどでせき止められて堆

積し，川｜底が年々上昇しいわゆる

“ぷjjニ）I／”と化したことがこのよ

うな水災を煩いた要因ではないか

と考えられたからである。

また横浜市の丘陵地’併のがけく

ずれ，また阪神地区でとくに大規

模な宅地造成を実施している兵庫

の神戸市（六甲山脈圏〉なとやで、は，

丙．三再山同じような災害がくり返

えされている。それは要するに，

地道な調査研究の結論がこのよう

な大規模な宅地造成に際していっ

こうに活用されてないからである。

いつもながら多数の犠牲者を伴っ

た災害がおこらなければ，問題は

表面化しないし，また問題になっ

たとしても，それはマスコミが騒

ぎたてている間だけである。学者

・技術者が汗水流して現地踏査を

おこなって収集した資料による，

実地の調査研究の結論をまとめて

勧告などしても，残念ながら，そ

れは犬の遠吠え以上には受け取ら

れないというのが日本の防災工学

の実態である。

われわれは，毎年6月から 9月末日までを水

災の季節，そしてそれ以外の月を火災シーズン

と呼んでいる。言葉をかえれば 1年中水災でな

ければ火災の恐怖のなかで生活せざるを得ない

というのがわれわれ日本人の宿命である。そし

て，過去の経験や調査 ・研究はいっこうに積み

上げられず，生かされず，年々歳々同じような

悲惨な経験をくり返えしている。しかし，それ

でもわれわれは，わずかずつではあるが，生き

た防災工学の重要性を学び取りつつあることも

また事実である。そして，このことは怠らず積

み上げなければならない重要なことである。

（筆者：損害保険料率算定会技術参与，日本大学教授〉

x 
＼ 
x 
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最近は新聞やテレビなどで，ときどき気象衛

星の紹介があるので，気象事業にも宇宙時代が

おとずれてきたか，と感じている人も多いこと

と思う。

気象衛星は“なぜ必要か’＼ “どんなことをす

るのか’＼“そのメカニズムは？’九“将来は？”

などについて附単に説明しよう。． 
一一気象衛星はなぜ作られたカ一一｜

天気予報は， 現在と過去の大気の状態から将

来の状態を予測し，この予測i値からみちびき出

される気象状況を想定しておこなわれている。

正確な天気予報を出すためには，現在と過去の

状態記録が必要である。気象観測所がじゅうぶ

んにあれば問題はないが，地球表面の70%は海

で，残りの30%の陸地も，人が住める所はわず

かである。したがってう地球をと りまく大気が

現在どうなっているかは，まだ完全には知られ

ていない。とすれば，とうぜん正確な天気予報

は期待できない。この問題の解決のために作ら

る

？

え

き

か
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ま
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ず
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が

あ

は

洋
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問
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お
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土 ；青屋

れたのが気象衛星である。

わずか 2時間たらずのI~IJ に地球を 1 周する気

象衛星は，高度 700～1400kmから観測した世

界中の天気の状態 ・大気の物理l止を，正確にし

かもごく短時間に知らせてくれる。

気象衛星は，アメリカで開発され，アメリカ

航空宇宙局と環境科学局（IFI名気象局〉が運営

している。そして，観測｜したものはii!:界中だれ

でもが自由に無料で利｝I]することができる。． 
気象衛星の構造 ｜ 

・タイロス形

現在の気象衛星には，タイロ ス形とニンパス

形の2つがある。タイロスの名前の由来は，

Television （テレビジョン） Infra-Red （赤外

線） Observation （観測）Satellit （人工衛星〉

の頭文字の TIROSからきている。タイロスは，

つぎのような特徴をもっている（写真 1参照）。

形は18角形柱状多面体で，約 9100個の太陽

電池でおおわれている。重さは約130kg，直径

170cm，高さは 56cmである。装備されている

おもな測部や装置はつぎのようなものである。

1) テレビカメラ

2) 放射計

予防時報一17



写真1 気象衛星“タイロス！

3) 水平線探知椋

4) 太陽探知器

5) 送受信装置

6) 種々のスイッチ

7) 電池

テープレコーダー

その他

．ニン ハ ス形

写真2からもわかるように，形はタイロスと

だいぶ述う。2枚の翼は太陽頁！といって、太陽

電池がいっぱいに張りつめられている。この太

陽翼は，術星が軌道上で太陽の！照っている所に

あるときには，太陽光線に対して直角になって，

太陽熱をじ ゅうぶんに電気エネルギーに変換で

きるようになっている。

ニンパスはタイロスよりも大きし if!:i止も大

きい。概略はつぎのとおりである。

翼を含めた全部の幅 340cm 

翼の幅 99cm 

翼の長さ

全体の高さ

244cm 

351cm 

重量 ニンパス 1号は327kgで， 2号は

高句420kgである。なお，付1江i剖lの

重さが別に 30kgある。

18一予防時報

おもなiJ!iJ総と装置はつぎのと おりである。

1) テレビカメラ

2) 自動i墨画装出

3) 向解像度亦外放射，ti

4） 中 w

5〕 耳：i'l'tliEビデコンカメラ

6) 三州安定装置

7) 郁々のス イッチ

8) 送受信装置

9) 電池

10) その他

なお，ここに書いたもののほかに，ひじよう

に複測な電子工学回路がある。部品も手守衛星に

よって多少の差はある。たとえば，現在飛んで

いる現業用気象衛星エ ッサ 2号はAp T装置だ

けで他のiftll加はない。． 
一一気象衛星の観測資料の利用一一 ｜

・写真

気象術星の撮影した写tr・・・ －それは自然の描

いた天気阿である。

人類は長い／llJJミ気現象を下方、らながめてきた。

われわれが兄ることのできる雲は，低気圧 ・台

風 ・季節風などの雲のほんの一部にしかすぎな

い。この雲から，低気圧がどこにあるかは知る

すべもない。

“百聞は一見にしかず”一一実例について説

明しよう。

写真3は，現業用気象術星エッサ 2号の撮影

した， 1966年4月21日Ap T写真のモザイクで

ある。東は日付変更総から西はモンゴリア付近，

北はシベリヤから南は赤道付近まである。

写真に白〈写っているのは雲 ・雪 ・海氷など

で，霧も白く写る。

雪と氷は移動しないから，毎日ながめている

と，雲との相違はわかるようになる。この写真

から，つぎのような興味ある事実がわかる。

i 右上隅から南西の方向，九州南部を通っ

て中国南部に延々 10OOOkm ものびる寒帯



写真2 気象衛星“ニンパス川

前線がある。 （この写真にある黒線は， 10

度ごとの緯度 ・経度線で，緯度1度は 111

kmある。〉 前線の雲のl阪は，大きい所で

は 800km もある。

ii 中国南部で，急に幅の広くなっている所

は，ここに低気圧が発／｜三し，雨の降ってい

ることをノJ；している。

iii 北海道が白く写っているのは，その点々

の低気L圧からのびる前線の雲もあるが，積

雪のためでも ある。

iv カラフトの点｝jおよび北京．のほうにある

白いJ9？はii1Pkで、ある。

v カムチヤッカ半島の点ノJに，大きなドー

ナ y ツ ｝~の云：が比える。 これは閉そくした

低以lじである。低気圧は，閉そくすると弱

くなるから，低気圧の位l宣だけでなく発達，

以似の予報にも利川できるわけである。

vi この閉そくした低気圧の決ー方に，白い点

々が比えるのは，これは眠いifif Uこ冷い空

泌が吹きIiiしたときにできる砧雲であるc

この砧芸は，長国付近の胤が強いとイ11=:1犬に

なるから，Jmll:J!:の推定もできる。

また， Uノドでいちばんおそれられている台風

は，ひじように大きなうずをきで，気象術占hの

写真でもはっきりわかる。今年の台風；r11サは，

一 気象衛星エジサ 2号の写し

た写真から/JIしたのである

が， 4月8日911与の天気図

では，資料の少ないせいも

あって，台風の影すら認め

られなかった。ところが，

この日の気象術星の写真に

は， 台風級に先述したうず

巻きがあった。筆者が最大

J!lili車を批定してみると，す

でに台風の強さであったの

で，t!ll玄I］，その日の当番の

予報官にif給して，ただち

に台風↑，＇jl~ を各船舶に通報

してこと JP.~ きをえた。

一一一一一十一 回放射資料の利用

冬のよく晴れた日に，ひなたぼっこをしてい

るとき，太陽の光をさえぎられると，急、に寒く

感ずる。たき火やスト ーブにあたっているとき

でも同じようなことがおこる。これは熱が熱い

所から冷たい所へ直接に移っているからで，こ

のような現象を放射という。 l苛視の物体から出

る放射線が，他の物体に当たると熱に変わる。

この熱を放射熱という。高ii"lの物体といったが，

実は，すべての物体は，放射線を出していて，

高温の物体ほど大きなエネルギーを持った放射

線を出す。この欣射エネルギーを泌I］る器械を放

射~ Iーという 。 気象術星は，放射五｜を使 っ て地表

面や雲頂などの1m1度，成層圏の7：，，［度をはじめ，

いろいろの物体の反射能などの測定をする。

不I］川例を示そう。第 1図の夫総は， 筆者が気

象術星タイロス 3号の放射データを解析して出

した1961年7月12日の地表面温度である。ふつ

う，気温というのは，地上 l.5mの百葉箱内の

iffi't度である。気計11lはひじようにE要であるが，

民業 ・林業 ・術生対象などでは，地表面のtiul度

のほうが重要なばあいもある。

ここで？地表u:nというのは，地rfiiだけでなく，

地面の上に作物があれば，それらの柴の表面，

予防略報－19



工手百.，，，.... ーーーーーーーーーー－uo；；・ －・15辛子r.・ ‘ ・・園田餌
写真3 気象衛星 ・エッサ2号の慢影した写真 （4月21日〉。 白〈写っているのは，雲 ・雪・氷

家があれば屋根などの温度を含むものである。

これらの瓶度の観測は，気象術星からは符易に

できる。

さて，第1図の意義について説明しよう。実

線は，気象術星の観測したアメリカ北西部の砂

漠地帯の地表面制度で，点線は，ホーデのゴビ

砂漠の探検の結果ιアメリカのレト ー教J受が
解析して出した担度であり，鎖線は，アメリカ

のアリゾナ州チューサンの砂漠実験所で測定し

た地表面付近のrml度である。温度変化の傾向の

似ていることは興味深い。

また， 第2図は，アメリカ北西部の太平洋伴

のウィラメット盆地の気泡と地表面制度の比較

である。ここには樹木が多いために，地表面ir:11l

度よりも気瓶のほうが高めに出るのは興味深い。

同じ比較をヤキマ盆地（砂漠地〉についてやっ

てみると， 311寺間半に地表而混）支は 45～46°C

ぐらいにもなった。

放射観測lの資料からまた，ずっと高い所であ

20ー 予防時報

るnX.Jo;;J闘の制度の惟定も可能になる。成層闘に

は春と秋がなく，季節変化が冬から一足飛びに

夏になり，その移り変わりは，われわれが住ん

でいる対流圏よりも 2か）JぐらいLfI・いから，長

期予報にはひじ ように役にたつ。また，反射能

を測定するデータからは， ~~止や雲 ・ 海面 ・ 地

表面の反射の強さがわかるから，降水量の予報，

地球の熱経済の研究などに利用されている。． 
一一ー衛星のメカニズム ｜ 

•APT 自動受画 （送函） 装置

この装I官については， 1966年3月14日から日

本でも気象術究所で，実際の受l市lがおこなわれ

るようになったので，報道機関でかなりくわし

い解説をしたから，記憶されている.b'c者もある

ことと思う。

原J.lHは， 一般家庭川テレビと同じである。気
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時刻地引先

第1図 1961年7月12日，気象衛星タイロス3号の放射
資料によるアメリ カ北西部の地表面温度（実線）

点線のゴピ砂漠と鎖線のチューサンの値は人聞

が実現ljしたもの

象付tfH~がスタ ジオ で， Ap T受l面装置が家庭の

テレビ受像機に相当する。気象術星が一定のHす

｜甘Jiii］隔＊で，テレビカメラで撮影したi決｛象を，テ

レビと同じ原理で地上に送り，地上ではアンテ

ナでこれをキ ャッチ して， ブラウン1t1；にII＼すか

わりに'J,j'.真として山している。1枚の写真は，

800本の走査線で構成されているから，約 520

木の走究線でつくられる家庭川テレビの画像よ

りも，はっ きり写る。送信に使われている電波

の周波数は137.5Mcで，受｜面装置さえあれば，

だれでも無料で入手できる。1枚の写真の送＠1

に妥するH午間は208秒である。現在のAp Tの

写真は，約3OOOkm四方をカバーしている。

一一 回高性能ビデコンカ メラシステムの写真

AP T装置の開発される前や，現在の気象衛

星エッサ 1号の高性能ビデコンカメラシステム

などでは，撮影した写真は， ひとまずテープに

・現在の現業用気象衛星エッサ2号は352秒間隔，ニ ンパ
スは 208秒間隔
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第2図 1961年7月12日司気象衛星タイロス3号の観測l
したウィラメット盆地 〔オレゴン州〉の地表面

温度と，同盆地内のコパリス，セーレムの気温

納められる。つぎに気象衛星が，指令をうえた

り，観測した資料を集める地上の基地の受信範

｜肘にはいってくると，地上からの指令で，術星

内l'.,tflの袋店が働いて，テープに納められている

映像を電気信サに変換して地上に送る仕組みに

なっている。Ap Tのばあいには，撮影送画の

くり返しで，術星は撮影した写真を衛星内部に

保存することはできない。テープに納めておい

て， 全部を lかj斤で受l国できるようにすれば，

保管には便利である。この方法によるのが向性

能ビデコンカメラの写真である。アメリカでは，

これらの写真をもとに して， 全世界の気象解析

をおこなっている。

一一一・放射資料

簡単にいえば，地球の表面から宇宙空間に向

かつてくる放射エネルギーを気象衛星の放射計

でキ ャッチ して，電気エネルギーに変換して地

上に送ることである。地表面の温度は，このよ

うにして測れるであろう という ことは，だれで

もわかるにちがいない。しかし，地表面のはる

か上のほうの 10～30kmの成層圏の温度が，ど

うして測れるのだろうか？，という疑問が出る

のは当然である。これは，つぎのような仕組み

になっている。

予防時報－21



大気中には，水蒸気や炭酸ガスなど、いろい

ろな物質があって，地球のほうからやってくる

放射線を吸収してしまう。ところが，この吸収

の仕方にある法則がある。たとえば，炭酸ガス

は，約 15μ （ミクロン〉の波長の放射線を吸収

してしまう。炭酸ガスの80%は成居間にあるか

ら，地表面から宇市空lt11に｜句かういろいろな波

長の放射線のうち， 15μ の波長のものは，ひと

まず成M悶で令部吸収されてしまう 。 そして）1~

111図は成層国自身の温度にflド"iする放射エネル

ギーを宇宙空!lljに向かつてIL¥しているのである。

試象術尼には，無数の波長を持った放射線がく

るが，政争t,H・の人りしlに15μ の波長のものだけ

を通すフ ィルターをつけておくと，この放射.11-

の観iJlllするものは，成層圏からの放射エネルギ

ーだけであるから， ）~層圏のiiul度がわかること

になる。気象衛星の放射計は，このような性質

を利川してつくられている 3

． 
気象衛星の将来 ｜ 

現在の気象術品では，どこでも好きな r~：j さ

の風速や気iMをWI測することはできない。今後

は，この方而の川題を解決しなければいけない。

最近，日本でも日本のと空に抑止術星を打ち k

げて，気象75/il!IJやi1l1信に利月jしようというJト1iliJ

も出はじめている。「l本人自身の手で打ち tげ

られた衡是から，台風の動きを刻一刻テレビ放

送できる口も案外に近いかもしれない。

以上限られた紙数の中で，できるかぎりわか

りやすく解説したつもりであるが，気象術尽に

ついて，さらにくわしく女IIりたい方は，わたく

しのSいた“気象宇宙J:il－一宇宙から兄た地球の

天気（学三5房〉”を参照していただければ幸い

である。

Clt.,¥f.主［象庁予報部気象衛星担、＇ I)

711'1武Ii'－弘北消火装置
水 噴霧消火装置

ス プリンクラ ー消火装置

その他各種消火装置

設 計 施 エ

（乞御照会）

22一予防時報



璽霊盟躍歯産調監遍置
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わが国の者IIrliもようやく不燃率が向上して，

都市の主要部分は耐火建築が建ちならび，大都

市では高さ制限がはずされ， 3lmをこえる高層

ビルが建てられるようになった。これは，都市

の近代化のためによろこばしいことであるが，

これにともなって，［耐火建築内の火災がひんぴ

んとおこり，多く の人命を失い， 耐火建築不信

論さえおこ りつつある。

これは当然といってよい結果であって，在米

の耐火建築は， Iつには木造建築の集団火災に

対抗して，防火有？としての役割を果たすように

推進されたものであり， したがって外壁とか柱，

はり，床などの主要構造部だけが耐火建築でさ

えあれば，天井や間仕切り， ドアなどはなんで

もよいという考え方が支配していたので，一応

内部で火災がおこると，コンロの中でまきが燃

24一予防時報

えるように，立体化した ビルはちょうどよい燃

焼ガマになってしまう のである。一応，延べ

1 500m2ごとに｜坊火｜亙pli1だけが要求されている

ので，その範阻｜で火災を食い止めることができ

るが，仮に各階300m2のものが 5層にわたって

煙や火炎が伝搬したら，人々は逃げ場を失って，

窒息死または焼死することは明らかであるC

砂燃えやすい装飾材が使われているが

以前の耐火建築というのは，フリ｜ニがなく， 11-U

仕切りもプラスタやモルタルなどの不燃焼構造

で，とびらも欽とびらを使うようなものが多か

った。最近のピルは空調と意匠的な要求の充達

から，やたらに燃えやすいAJI：や川仕切り仕 k

げを使い， /JI火のJ;j(I左｜も増加している。

このようなピルで火災が発生すれば，不完全

な階段区曲やエスカレータ，ダクト スペースな

どのタテ穴を通って，煙はたちまち各階に上昇

し（煙の上昇は2～3m/sで，人の歩行速度よ

りはるかに大きい〉，全建物を煙による不安に

包んでしまう。また火災の拡大は，可燃天井と

倒仕切り仕卜ーげによ って助けられ， フラッシュ

オーノ〈をおこして，人々の逃げるH手間を失わせ，

不完全な階段区l山）はちょうどよい延焼経路とな

って， t階へつぎつぎに延焼をおこしてしまう。

大きい窓から吹きIHす炎は， 3～4mも延びる
ため， J－－ ~i附のガラスはこわれ，天井に引火し

てしまうので，内部の区1ili1が完全であっても，

外部からの上｜精延焼がおこりやすい （西武，東

急、ピルの例〉。

このようなあぶないピルは無数にあるが，い

ままでに出火の実例が少なかったので，問題に

ならなかっただけである。 しかし，人口密度の

高いわが国のピル内の火災が，木造都市の延焼

面積で世界ーとなったように，ふたたびビル火

災煩害の世界ーをIiiさないともかぎらない。

高層ビルの防火対策のあり方を根本的に検討

する時期にきているのではあるまいか。

火災の予防手段 I 

火災の損害をへらすには，まず，全建物（家



内装および家具の不燃化が徹底している
アメリカの高層ビル （カイザーセンター〕

H, Ii~物も合めて〉を燃えにくくすることが第

一であろう。このためには，1'.':j肘ビルでは，今

日のような可燃内装を使う世間を改め，徹底し

た不燃化をはかるべきである。

この，点では，先r'1'lli<Iであるアメリカ，カナダ

などの先進同を比；＇・＇，＇う必要が ある。これらの｜主｜

ではごく古い低J•,''i のピルを除いて，天井， lll J仕

切りなど徹底した不燃化を夫行している〔写真

参照〉。

アメリカの；・，＇：jJo,ヰピ JI,.. は，建物に 1；~1 ；：主されたす

べての部分を不燃iヒする のが以WJとなってお

り，可燃材を使 うばあいには，その ~ii）分にスプ

リンクラをつけるなど徹底した｝j法がとられて

し、る。

砂不燃化はじゅうぶんできるのにー

わが国では， Ill］＇に本店建築を許しておきなが

ら， l耐火建築の内装ーまで不燃化するのはゆきす

ぎである，という ~え｝jで，特殊建築を除いて

は，内装はまったく野）/xしになっていた。これ

はたいへんなまちがいで， 2階までの木造建築

なら，外へすぐ逃げられるばあいが多いから，

まあょいとしても，日府ピル｜付で火事がおこっ

て，つぎつぎに｜て）けに延焼したら，ま ったくや

命の安全は失われてしまう。日！凶建築を建てる

資力のある人が，内装を不燃化したら立ちゆか

なくなるというものではない。 1m2あたり単

価を 500～2000円ア ップすればじゅうぶんに不

燃化ができる。まして向級な木材

をねり付けるほど金があればりっ

ぱな不燃間仕切りをつくることが

できる。

以上のように，内装不燃化をお

こたる結果が，ピル工法の近代化

をおくらせることにもなっている。

見かけは近代化したピルがきわめ

て幼稚な大工技術で，所せまいま

でに建ちならんだ足場の｜日jでつく

られてゆく姿は，けっして誇れる

ものではない。まず，天井を不燃

化しただけで火災の発生はその過

半が押さえられるであろう。家具，

出物の燃えたくらいの火は消せるが，天:J-1二一面i

に火が泌がっては自家消防が岡知となり，避難

II寺間さえ失うに至るからである。

火災や煙の水平方向の拡大は，鉛直方向ほど

急激ではないが，天JI：が可燃であると， ー気に

拡大する危険がある。

用途によっては天井， lllJ仕切りを不燃化して

も，内符物が燃えやすいばあい（百貨店など〉

や，不燃化しにくい月］途のばあい（ホテル， m
役室など〉には，スプリンクラなどの消火設備

を完備するか，こまかく防火区画をして，とび

らも不燃化して火災を一部に閉じこめる方法を

とるべきである。逆に学校のような用途では内

装の不燃化と家具の不燃化が徹底すれば，防火

上の危険性はほとんどなくなってしまうといっ

てもよし、。

惨感知装置をつけよう…．．

火災の予防のもう 1つの方法は，火災（煙を

含む〉の感知装置を徹底させることである。わ

が問でよく普及している空気管式の感知鼎でも

じゅうぶん役立つばあいが多いが，煙の拡大防

止に対しては無能力である。火災の初期は，空

気の供給が不じゅうぶんで，；隠焼状況となるこ

とが多く，多量の煙が発生する。温度の上昇が

あまり けだたない聞に煙は拡散するので，防火

戸などで煙を防ぐのに温度ヒューズ装置をつけ

たのでは手おくれである。ヒューズは 10°cで

予防時報－25



作動するように計画されていても，実際には熱

容量のため空気温度との聞におくれがあり，

150°Cくらいにならないと作動せず，その聞に

多量の煙が通過してしまう。初期の煙をとらえ

るには，煙感知器によるほかはない。イオン感

知装置は 1m2あたり数百円程度のものでじゅ

うぶん重要個所への煙の到達を感知してくれる。

ただ煙を常時使用する用途（調理場など〉で

は，これでは不向きなので，火炎の拡大をとら

えるような方法も採用 しなければならないであ

ろう。

L一一一避 難 対 策一一一一一｜

火災が発生すれば，防護要員以外の人々を安

全な場所へ早く誘導する対策をたてておかなけ

ればならない。このためにはまず，廊下→安全

区画→階段→外界に至る避難経路を，なるべく

単純 ・明快なものとし，建物主軸の両端に近い

位置に避難階段を設けて，安全に屋外に誘出で

きるようにする。

火災時には，電灯設備が停電によって役だた

なくなることも考え，誘導灯は蓄電式のものか，

非常電源に接続するものとし，煙によって誘導

灯がみえなくなるばあいも考え，床付近にも方

向を示す矢印などを非常灯で示す必要がある。

避難用の通路は，もちろん完全な不燃材料で

仕上げ，火災室からの煙を少しでもはいりにく

くなるように，タレ壁を設けて，床上2m以上

の煙をしゃ断する ことが望まれる。

通路は直線式のものがもっともよいが，曲折

するばあいには，その部分に排煙口を設けて煙

の伝達を防ぐようにし，安全区画入口が明視で

きるようにする。

砂安全区画はこんなふうに・．．

安全区画は，通常エレベータ・コアー，便所，

階段室などを含むセンターコアーが利用される

ことが多いが，各出入口には防煙の性能を持っ

た避難ロを設け，必ず自閉式として開放のまま

にならないようにする。通常のシャッターでは

煙を防ぐ力は少ないので，鉄とぴらにしたほう
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がよい。高さは 1.9m 内外あればじゅうぶんで，

余分に高いことは煙の通過が多くて有害である。

幅は，避難に必要な最小幅に近いものにしたほ

うがよい。通常， l陥lmあたり 1.5人／秒の避難

が可能とみられるから， l幅l.5mで300人が2分

30秒で避難できることになる。通常，避難時間

は3～5分以内と考えられるから，通常の避難

口は幅 80cm程度でもよいことになる。幅80

cmのと き1.2人／秒， 3分間で 250～300人の避

難が可能である。

安全区画には，避難にともなってはいってき

た若干の煙を排出するための排煙設備が必要で

ある。安全区画が直接外界に而しているときは

その窓から排煙することが可能になり問題はな

いが，センターコアーのときは専用のスモーク

タワーを設けるか，非常電源による排煙装置が

必要になる。

砂煙の排気を考えよう・0・・

スモークタワーの頂部は，風向に支配されな

い一定の排煙力のあるベンチレータ式につくる

ことが必要で， 一方向だけに関口があるような

形式は望ましくない。通常，適正に設計された

ベンチレータ形のもので、は，風速40m内外のと

き， 1m2あたりの吸引力は 0.5～1m3／秒程度

であろうと思われる。排煙能力は気温が上昇す

れば増大し，安全室内に空気の流入がない場合

にはいちじるしく減少する。通常の条件では，

避難とびらが大き くないばあいには，排煙口は

1.5～3 m2あればその目的を果たしうるとみて

よいであろう。

強制排気式のばあいは，非常電源との連絡が

必要であり，また火勢の増大にともなって熱流

がはいってきても，それに応じて排煙能力が増

大できる形式のものとしなければ不幸ljである。

いずれにしても，排煙能力を良好にするため

には，排煙しようとする室に，避難方向から新

鮮な空気を流入させてやることが必要で，これ

によって避難路の下側を新鮮な空気居で確保し，

上層気涜にのって拡大する煙を上方に設けた排

煙口から有効に排除するのがよい。給気は，な

るべく 避難階段の方向から，床に近い位置から



おこなうのがよい。自然吸引式のものでは，そ

の｜淵口を l.5m2以上に したほうがよいと思われ

る。

砂避難階段は・・

避難階段は，理想的には建物の端部の屋外に

設けるのがよいが，それでもへたをすると，下

階からの煙にまかれて使えなくなることがあり，

けっきょく全開放形よりも，半開放形のほうが

安全度の高いことも考えられる。全密閉式のも

のでも，その周囲を完全に区画し，階段室入口

には，防煙性を考慮した避難とびらを設けてあ

ればじ ゅうぶんに避難階段の役を果たすことが

認められている。このばあい階段室に上方気流

（ドラフト〉がつくと，煙を引きこむおそれが

あるので，屋上の出口が開放になることは極力

さけられる構造にしなければならない。 1階な

どの避難階でう階段から安全に屋外に／：！－＼られる

通路を確保することは当然のことである。

延焼防止対策 一一一」

火災がつぎつぎに t階に燃え移ることはきわ

めて危険であるので，絶対にその階だけで火災

を食い止める方策が必要であり，またその階の

中だけでもいくつかの小区画を設けて，小範囲

にとどめることが望ましい。現在の法規では，

これを延べ面積 1500m2以下と一律に定めてい

るが，これには問題があり，就寝施設（ホテル，

病，院など〉をもつものと，・Ji務庁f，学校などで

は1当然差をつけてもよいはずであり，ーブJ，多

くの階）•.＇i にまたがる ことは狭くてもぐあいが恐

し、。

現在の泣くふ！で‘は，u討階に対しては区画と内
装をつぎのように定めている。

三三500m2 不燃材

三三200m2 i候不燃材

壬100m2 難燃材

これ以との面積のばあいはスプリ ンクラの設

置を安求されるわけであるが，これも用途によ

って差をつけたほうがよいと忠われる。そして

上層階だけでなく低層附でも｜日lじような内装の

不燃化をするほうが望ましい。

各階の区画は，その階の全体が火災になるの

を防ぐために， 2つ以上の部分に分けるように

設け，とくに階段室，エレベータ室などを含む

安全区画は，JJIJの区画として安全性を守るよう

にすべきである。

安全区画の内部の階段室だけは，さらに別の

区画を設けて避難上の拠点とするようにしなけ

ればならない。

防火区画をシャッターで代用するばあいは，

一方が完全に不燃化していればシャッターでも

効果があるが，多くのばあい，裏面側にも可燃

物があるとシャ ッターの加熱によ って裏面側に

出火の危険性がある（シ ャッターの裏面温度は

500。C以上になる〉。 これを避けるには，付近

にまったく可燃物を置かないか，またはドレン

チャーなどの冷却装置をつけ，あるいは2市一シ

ャッターとして裏側の瓶度の低下をはかるのが

よし、。

砂腰壁の高さにも注意をー。…

上階への延焼を防ぐためには，階段シャフト

などのすべてのタテ穴を区l直｜によってしゃ断す

’.......－ 

腰壁をコンクリートパネルとして上階への延焼を防いで
いる〔インターナショナルビル サンフランシスコ〉
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るほか，カーテンウオールの腹壁などで下階か

ら／J＼た火炎が上階に達しないように，そうとう

の高さのJI要壁を設けなければならないが（写真

参照〉，その高さが 50kg/m2程度の可燃物品で

も2.5m,100kg/m2で3.Sm,200kg/m2程度で

あれば4mも必要になり，とても実用化できな

い寸法になるので，これに代わる＇f段としてポ

チ，.＿，間仕切りなどの不燃化をして上階への着火

を｜ルぐようにするか，ガラスブロ ック，網入り

ガラスなどで火炎が窓を破らないようなくふう

をしなければならない。

カーテンウオールと床とのすき間も問題にな

る。層間変位を考えてルでズな取り付け方をし

て，中聞がふさがれてないと煙や火炎を通すこ

とになりがちであるので，フ ラッシングや耐火

天;Jj-.ーを利川して， t方へのしゃ断を考えなくて

はならない。耐火パネルを取り付けるわくの耐

火性も問題になり，アルミニウムなど耐熱性の

劣る材料でハネルを支持するような工法は避け

fこほうがよい。

各階にスプリンクラを耐えているようなとき

には，上階延焼の危険性はずっと少なくなるも

のとみられるが，それでも煙の通過が自由にお

こるような工法は避けないと，混乱や＂＇＇司 !Jjじな

どの・J~故をおこすことになる。 もっとも安全な

手段としてはじゅうぶんにひさし（バルコニー〉

を／I¥して火や煙のしゃ断をすることである （写

真参照〉。

」一消 防対策一一

火災が発生すればなるべく早くこれを感知し

て， H

も ~fれないときは，本格消火に移ることになる。

消火活動の準備は，燃焼がつづいている宅で伯

接おこなうことはむずかししやや安全な廊下

や安全区同内で準備してから，燃焼室にくり出

すのが普通である。 したがって，その1111にある

避難とびらにはのぞき穴やホース口など消火活

動に必要な設備を与えておかなければならない。

消火せんの位置は階段や出入口と符按に関係づ
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ひさしを出して上階延焼を防ぐのがもっとも安全である
（＜？ナシティーー シカゴ）

けて配ii;iするほうがよく， ・11!:1こ25m以内には

いるように円くという与えノiは一応の｝）li¥f＇，であ

って，これにこだわって機械的にあまり使うの

に不便な州宅内などに配置することは大きい問

述いである。 7l'i火せんはノjくjl二タンクや辿車内i玉水

i(i＇とII！（車8して必'J:::;J< J L：を｛米たれるように くふう

すべきで， 71'1-*fr ;;f , , , 1二千字川して；J<JI：が低卜ーす

るようなことではかえ って危険を附すことにな

りかねない。

砂スブリンクラは重点的に

スプリンクラは 一律につけるより，やはり屯

点的に；設けたほうがよし、。可燃物のとくに多い

場所，出火の発見がとくにおくれそうな場所，

避lilfl:• I功火上の処点でその付近をとくに守りた

い場所など，その設置を加減すべきで，なんと

なく一律につけるというような肖慣は改めてゆ

くべきであろう。100m2以内で完令に｜込山lされ

たアハートや， ロJ燃物の少ない学校や会議室な

ども 一律につけるのはとうかと，＇~.われる。 その

代わり， I'（貨店や劇場舞台など／I¥火の危険の多

い建築物には屯点的に設置したほうがよい。

ドレンチャーは，エスカレータ川のシャツ タ



ーや大形シャッターなどに対して有効な冷却作

mをするので，防火区l匝lの補助手段として川い
るべきである。

ほうまつ消火装111'は，油火災などを対象とし

て設けるべきで，車／lj(などには有効である。

高圧電気設備など泡沫が危険なJfJ途では，密

閉できる区画を設けて炭酸カ’スを充満させる窒

息消防方式がとられるが，人員の残留がないこ

とを疎かめないで約二動するのは危険である。

今後たいせつな問題は，建物の内部の不燃化

の程度と消火設備は，関連させて調整すべきで

あり，それぞれ単独に規定を定めて， ーノJを充

：；）ミしても他を11吃減しないというやり｝jを改めて，

実状にJ.t-じて相互に訓整 しあうやり fjのほうが
有効に指導ができるように忠われる。

総合判断と損害保険

アメリカではUL （担存保険協会〉の指導と

強制力がひじように徹底しており，’•lL'><l＜.~具の

検千fから， IW火戸の性能，耐火被j}lの検定まで

すべての防火との措前が総合的に判断されて，

それによって保険料率 l二大きい差をつけるよう

になっているため，法1I上以 ｜ニに夫効的な指導が

前号 （66）目次

できている。

わが同では，延焼火災に •1i:点がおかれている

ので，構造純万ljと対｜燐関係は料率に影科：するが，

内装の不燃化や， rl'ilル設備の充夫’が， うまく料

率に反映するようになっていないのが伐念、であ

る。危険を大きくはらんだ不完全な建物と，綿

密に計画された安全度の刈い建物とでは料率に

大きい差をつけられてもよいはずである。ある

意味では，実効以上に差を認めて，少しでもよ

い｝j!l'rjに指導してゆ く責任と政策があっ てもよ

いとιLわれる。
“きめ” のこまかい総合判断ができる制度を

設けることは，これからの建築防災設，；1－のうえ

にきわめて必民なことであり， ・律に定めた最

低J；~il,t.の法則にさえ適介していれば，’克際の効

米はどうでもよいというような考え方だけはぜ

ひ十dしたいものである。

今後における建築防災設，；1－の推進役を果たす

ものは，保険料率の官l定刀法の改善が，もっと

も夫効のある｝j訟の 1っかも しれない。そして

これこそ“人命の安令”と “損古の ii•王減”とい

う名克.1ftね｛Jillえた賢明な）j策なのである。

（筆者東）；r大学教綬）

災害と事故 有賀世治

未来消防へのビジョン ・ 永野 節

地下街の火災 － － － ・ 塚本孝

高膨張あわについて ・・・…一 輪千 正

アメリカのトルネード － － － 中山 章

座談会・高層ビゾレの防火
もっと交通事故相談所の利用を ・・・・ーー・・・ ・ー・塚原 政恒

般家庭の出火危険・…ー…－…－－ー…馬場敏雄

混在ビルの防火管理について ・ ・・・ 金子源 iii~

化学火災の知識 崎川範行
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（写真・那覇タイムス提供





hニ山に荒れく
引：LlJf員で91mとLhう日本の観.iWIJ史上級，：：iの風

r.ia請した台風26勾lム山梨・ 1Wfii';J11lii県を中心

買［毎 ・関東地万に大被害をもたらした。

｝月25日午前0時ころ，線｜出l県御前崎に上陸L

T風26片lム東日本を時速70kmの鎚スピードで

fしたが，海上や、l’・野再llてサよI！＼とρi；皮で，山間

:・ti I上中豪雨で， 予想外の打聖書を残した。瞥察

）調べによると， 26日午後5時現在で，死者 ・

えがH月は計 314人にのぼり‘農作物や道路 ・

｜・鉄道 ・船舶などの被？与も1000億円をこえた

iである。昭和33年9月のn哩子川台風， 34年9
）伊勢湾台風以来下年ぶり に多放の死者を出し

）けだが，この二つの台風に比べて26号l止規模

、るかに小さいのに，速！支がひじよ うに速く，

~II万な風の強さのために大きな災害をひきおこ

山あいの侮が島温泉郷の全景。前ベージ

の写真はワク内に相当 （続売新聞提供）

首はえぐり取られ， 2階まで巨石に占

Fれた梅が島の旅館 （朝日新聞提供）







臣告とill!.に押しつぶされた山梨県足利IF!村の恨助

（ねんぱ）．西湖1荷地I乏では，死者.i fくえイ、1りJ

94人を出寸大惨事となった（初］日新聞提供）

凶湖に流れこんだ京I~の般片。

慢索も困難をきわめる （続完tlfl



Tは直撃をまぬがれたが．風速36.5

c~c録し．各地に風水害を出した。

~ I丸風に吹き倒されて第 2 京浜国

，飛び出した倉庫（朝日新聞提供）

情浜港外の防波堤に衝突，繍倒しになっ

て座礁した寿徳丸（読売新聞提供）

静岡県吉原市では． 高波が13mの防波

堤を乗り越え．逃げおくれた12人が死

亡， 63人が重軽傷を負 った。写真lム

高波におそわれで倒犠した民家と救出

を急ぐ作業員（読売新聞提供）



集中豪雨の被害あいつぐ
この 8月は， “集中表雨の月”といつでいいほど，青森・宮崎・高

知・北海道などの各地で，土也すベ lJ・浸水・水死の被害が出でいる
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京失
V東京消防庁の発表によると，

火災の発生はだんだん減少して

きており，今年の上半期の火事

は昨年の同期より 500件も少な

い Vところが，消防業務のひ

とつである救急、車の出動は， 9

月15日現在92591回で，昨年よ

ーー ーー－ －・ーー

故だけでも，1日平均88回出動

しているわけで，邸内にわずか

85台の救急車では，まったくた

いへんなことだ。とくに， 2月

28日には 1日なんと 490回も出

動した記録があるそうだ。これ

では，「朝出動してつぎつぎと無

線連絡で動きつづけ，夜中まで

署に帰れない」という救急隊員

のなげきも当然である V東京

電話があれば，30秒以内に救急

出動できるのだが，まだまだ一

般に対する宣伝啓蒙が不足して

いるようだ。救急出動要請の電

話が 110番にかかってくるケー

スが多いのでもわかろう Vさ

らに，救急車を呼べばたいへん

なお金を取られるという迷信が

残っていたり，救急車はタタで

すぐ来てくれるからと，あたか

り7747回も憎えている。出動 消防庁は，昨年6月救急、指令セ もハイヤーを依頼するような口

原因のうちでいちばん多いのは ンターをつくって，都内471救 調で赦急車の出動を要請する産

急病で 43699回，つぎが交通事 急病院とワンタッチで連絡でき 婦や軽病人など，まったくやり

放の 23448回である V交通事 る体制になっている。 119番に きれないことではある（塚原〉

V公害が世間で問題にされてく

るにしたがって，大気汚染の犯

人のひとりとして，自動車の排

気ガスが槍玉にあがってきた。

そして，代表的な地点として，

甲州街道と環状7号線とが交わ

る大原交差点が選ばれ，どれだ

けの有官ガスが辞任留して影響を

与えているか連続測定がおこな

われている Vこの大原交差点

は，東京の重要幹線路が平蘭で

交差している所で，単純平面交

差における交通処理容量をはる

かに上l!!Iる，交通上からみれば

Tl!ド＇＂，東京都内で発生した火

通事改のうち，省業用タクシー

は事故件数 8916件におよひ，

74名の死亡者と664名の重傷者

を山し， 7083名が E悩i易を負っ

ている。対車内事故半も， 41.6 

%によ主している Vところが，

fl国人タクシーのほうをみると，

・J；故｛牛欽はわずかに 259f<牛，死
~ 1 //',, .ill傷者26名，料傷者も

省山
常｜侍i渋rHH也点である。ふつうの
ときでも500～600mにわたって

交通が渋滞しており，雨でも降

れば自動車の要IJは kmのオーダ

でつながってしまう。こうして

多くの自動車がエンジンを回し

ながら動こうともしない状態が

現出するのである V自動車の

排気ガスのなかで有毒なのは

酸化炭素である。 この一酸化炭

素は「l動車が走らずにエンジン

行された災通事故白占の統計で

あるが，広行キロ放が1き業用タ
クンー（365km〕に比べて個人

タクシーは半分であることを計

算に入れても，対車両事故卒は

4 . 1とずい分かけ離れている

..－ ·：~＼・業用タクシーの事故の多い

原因は，会社！日ljの運転手に対す

るノルマの強制と，運転手の年

令の若さにあると言われている。

を空転させているアイドリング

の状態で，もっとも多く排出さ

れる。走行中に比べると，6～

10倍の比率になるのである T 

交通流量の大きい交差点を，い

つまでも平面交差のままでおく

ことは，大気汚染の元兇を野放

しにしておくよ うなもの。立体

交差を推進すれば，交通渋滞が

なくなると同時に，大気汚染も

解消する。環状7号線と青侮街

道とは立体交差である。ここに

は交通渋滞も大気汚染もない。

きわめて対照的な実例である〈柔〉

車
いのである V人道と車道を分

雌したり，立体交差にする道路

の改善や，車両の安全性の向上

もたいせつなことではあるが，

i型転者の技術と安全忠:¥lj，がなに
よりも｜日J)djであることをこの事

実は示している V交通安全.3i

193名にすぎない。対車内事故 制人タクシーのばあいは，自分 動のはじまる10月，ただ単に安

ドも 5.I %で，引業用タクシー の卒を「1分乃へースで運転でき 全運転を訴えるのではなく， i単

に比べてずっと低くなっている。 るし，年令・運転歴も認可の灸 転者の友全忠延！と技術を高める

V以上は，笹fJUi・x通部から 1~ 件になっているので事故率が低 ことこそ緊急である。 (MT〕 ｜． 
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安全工学とは

塚原 わたくしに司会をやれとのお話しで，，

の座談会の進行係をつとめさせていただきます

が，じつはわたくし，安令工学ということばも

初めて聞きましたくらいで，ぜんぜん知識をも

っておりません。それできょうは，安全工学に

ついてやさしく教えていただくための聞き役と

して会をすすめさせていただきます。

まず最初に，安全工学とはいったいどういう

学問なのか， 一口に言えばどういうものなのか

お話しいただきたいと思いますが・一

北川 一口にといわれましても，一口には言え

ないほど安全工学は広い領域をもっているので

す。 “安全工学”とか“防災工学”とかいうこ

とばがありますが，防災工学が学問対象の重点

を自然災害においているのに対して，安全工学

のほうは，どちらかといえば人為的な災害に重

きをおいている。すなわち，人災を研究の対象

にしている学lllJだというふうに考えています。

それから，安全工学が対象としている災害の

種類も，広範囲にわたっています。まず火災・

似発，それから工業中毒・職業病 ・労働傷害 ・

産業公害などが含まれています。

左右田 ASSE (American Society of Sa-

40ー予防時報

出席者 一一一

（敬称略 ・順不同）

般浜l到立大学工学部

北川徹 ご

東京大乍工学部

真1£ 波 社

東洋高庄工業似）

堤 内

円本石油中11i製（株）

木 下 次

損古保険料率算定会

左右田信

司会・文化放送報道部

芳

子弘主’； 

良日

塚原政恒

fety Engineers，アメリカ安全技師協会）など

でいっているセフテ ィエンジニアリング（Safe-

ty Engineering）の定義はあまり明確ではあ

りませんが， 「災害の予防ならびに健康 ・生命

および財産の保全に関するエ ンジ ニアリングお

よび教育のための技術および科学の応用，すな

わち災害および健康問題に関する調査 ・研究お

よびその分析，災害および職業病の予防に対す

る物理的方法の開発および設計，ならびにあら

ゆる積類の企業組織における安全意識の創造，

またその保持のための方向付けである」となっ

ています。

難波 ことし日本学術会議に，安全工学研究連

絡委員会というのができました。北川先生やわ

たくしも委員になっていますが，安全工学の公

式な学問的定義は，この委員会で決められるべ

きだと思っています。

北川 そうですね。難波先生のおっしゃ ったよ

うに，学問的な定義そのものは， 学術会議のほ

うで決定していただ くのが本筋でしょう。ただ

実際問題としては，いろんな種類の災害を総合

的に考えて，それに対する知識を体系づけよう

というのが，安全工学の目的だと思うのです。

安全工学協会ができたのは 9年所！？昭和32年で

すが，そのと きからこのような方針で進んでき

て，ここ まで発展 してきたわけです。



塚原 そういたしますと，安令工’予というのは

＊放すなわちアクシデント（accident）に対処

するザ：Jillと考えていいのでし ょうか？

北川 そうとも｜製らないのです。たと えば，産

業術生という ことばがあり ますね。これは，正

常な生産fケ業に従＇Ji:しておこる職業病を論じる

わけです。これはアクシデント ではない。 しか

し， L業中存や職業耐を F防する対策には機械

袋 ii•'i：の ，没 .n · , じ場のJ負託などの問題がはいって

きま す。エンジニアがタッチする領域がひじよ

うに多し、。アメリカではインダストリアル ハ

イジニスト (Industrialhygienist）が担当 し

ていますが，われわれはそれも安全工学の領域

のι，，に係 り入れて考えているわけです。

左右田 アメリカでは，もう ひとつファ イア

プロテクション エンジニアリング（FirePro-

tection engineering〕という ことばがありま

すが，これはセフティ エンジ ニアリングの一

泊II“lという形になっ ていますね。 インダス トリ
アル ハイ シエンだけが，ち ょっ と別のような

形になっ ているようですね。

北川 それはね，アメ リカ独特 の必業術 生

(Industrial hygiene）という.￥，え）jによるわ

けなんです。アメリカでは，布＇，［，：物の人Ill］に対

する；話料，高：i域の淑llJと， そしてその予防対策，

この三つをやるのが必業待i'I＝.の領域だといわれ

ています。

ところが， トイ Yでは，A!llJが州'.xHこなった

ら保健所あるいは病院に入れる。予防のl市は技

術の川題だと，はっ きりわりき って与えている。

この与えノJのほうに近いですね。

難波 災・，1；：というものは，必ず損失をともなっ

ているわけですが，安全工学では人的な損失と

物的な制失の｜山j)jを合めて防止しようと考一えて

います。

北川 Industrial hygieneの定義を占いたも

のがあり ましてね。その定義の＇i＇に，前にお話

しした」つの機能があると説明 していますが，

その後に Industrialhygieneを分析すれば，

これは化学になる， これは物問である，これは

術生学に科する， というふうにばらばらに分析

されてしまう。 しかし，こういう総合された領

域の学問は必要である，と書いてある。社会的

必要性によ って，まとま ったひとつの学lliJ体系

としてながめているのです。

塚原 安全工学は，境界領域の学問なのでし ょ

うか・・

北川 そういうことです。境界ばかりですね。

難波 段界領域というよりも，横に全部をつら

ぬいた総合領域といいますか，総合的な学問で

すね。

企業に不可欠な安全工学
‘’・．－・＂・・’・，．，‘’‘・’・’・，．，．，・，‘’． ，‘’‘・’.....‘’・．－‘’‘

塚原 木 卜ーさんの会社では，安全工学をどうい

うふうに活川 されているので しょうか？

木下 安全工乍ということがうたわれだして約

10年，なかなか企業内に安全工学の思想が採り

入れられない。これを全体のエンジニアに問解

させるためには，やは

り社長の口から言って

もらうのがいちばんと

いうわけで，年に 1I• •I 

社長がIiiす災；I；：防止の

メッセージの，，，に “安

全工予の技能を ／ i'•J I二せ

よ 。 こ れが会社の生~

を上げ，また社員の制

祉につながるのだ”と 木下 次郎氏

いう ことを盛り込んでいただ く。 これを約7年

つづけております。

ですから， 全従業員だれでもが安全L学とい

うことを耳目ff!l(oするようになってきました。と申

しましでも， 学11U体系の内容 まではあく してい

るかどうかは疑問ですが （笑〉。

漫内 わた くしの所属している保安部のイi::tHに

ついてお話 ししながら，安全工学がどう活川さ

れているか，ご説明 したいと思います。

わた くしどもの会社では，保安部のイ上・j:l:c業
務〉と｜｜的 （役わり〉と期待する成果 （点献〉

を，つぎのように考えてお ります。仕・n:として
は，労働傷刀防止 ・設備災';1；.予防 ・環境仲I生 ・
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公害予防の四つがあげ

られますが，たとえば

労働傷害防止の目的は

もちろん人命尊重で，

その結果期待される成

果には災害損失の予防

（ロス プリペンショ

ン〉と生産性の向上（セ

フティプロフィ ット〉

堤内 学氏 があります。

このような仕事をすすめるために本社に保安

部をおいて，技術の最高責任者である専務が工

場保安の段高責任者になって保安部の仕事を管

掌しているわけです。保安部が企業化構想段階

から設計 ・工場建設まで，すべて相談をうけて

やることになっています。

元来，安全工学は，計画 ・設計段階に導入 ・

活用してこそ威力を発揮するものです。操業に

はいってからでは，抜本的な対策はできがたい

が，安全工学を有効に駆使しなけれは工場をス

ムーズに運転していけない，こういうふ うに感

じています。

そういう思想でやっていますので，ひとつの

工場に40人から50人くらい安全工学協会の会員

がおります。

塚原 4～50人とは，すご く多いですね。

北川 いま，安全工学協会の会員がいちばん多

いのが点洋市圧ですね。

堤内 全部で 200人くらいですか・

難波 そういう形にならないといけないのです

ね。専門家だけがとか，ある部門だけが安全工

学をやっているのでなくて， 全員がやるように

なってもらわないと災害は防げないわけです。

堤内 以近の新しい工場は，硫安の例で申しま

すと従来 100トンだったユニァトが 500トンに

なっている。人間の数で‘考えますと， 100トン

に500人おったのが，プロセスのカ ットやオー

トメ化もあるが 500トンのプラントを30人くら

いでやっていかなければなりません。ー方，労

働装｛Jill率はかつては 300万円くらいだったのが，

いまでは 1億円かけなければよい工場ではない

42一 予防終報

といわれるくらいになっています。こういうふ

うに設備は近代化され集中 ・巨大化してゆくの

に，定員は少数村鋭化してゆくと，火災が起き

ても入手はあ まりたよりにならない。むかしの

ように人聞がたくさんいたときは，初期消火で

くいとめえたが，いまは入手にたよる局所化対

策は期待できない。

したがって，その役わりは，オートメー ショ

ンにやらせるように計装装置を組み込んである。

このシステムを働かせる人聞に安全工学の知識

がないとたいへんなことになる。いままでにも，

そういう実例があります。

木下 工場災害を分析してみますと，結論的に

は人と物との関連で災害が起きるわけで，物と

いう設備而では当然，設計 ・企画｜から施工 ・J!1(

転まで，安全工学的な配慮がなされるわけです。

ところが，人の問題になりますと，まだまだ

安全」二学の段階までいっていない所が多い。い

までも中小企業などでは，安全意識の向上とい

う教育 ・指導がおこなわれている。これは，ま

だ安全工学をとり入れてない最初の段階なんで

すね。全問的な安全出動も，まだこの程度のも

のです。 しかし，化予工場などの火災 ・爆発，

あるいはそれに関述したずI大災古の防止は， 2記

おそろしい化学工場の爆発



全工学的な基礎知識を人に植えていかなければ

できない。すなわち，災害防止技術の向上でな

ければならないと，思う。

この点で，先ほども話しが出ました工場全体

の人たち，エンジニアはもちろんのこと事務関

係の人にも，また下請けの人にも，化学工場に

働いているからには，安全工学の教育 ・指導が

必要だということになってくるわけです。

安全工学の経済効果
．・・’・，・・・・・・’‘’．・’....・‘’・・‘・’‘’．ー’‘’‘・’、，‘’陶・’

塚原 安全工学の企業内での経済効果と申しま

すが，俗にいえば安全工学はどういうふうにぺ

イしているかということを一一－－

堤内 これは，先ほどの安全工学が企業にどう

活用されているかというテーマと関連しますが，

まず第 1に生産管理における効果があります。

これは，生産阻害因子の除去ですから説明の要

もないと思いますが，申しあげたいのは，前向

きのセフティプロ フィ ットがひじように大きい

ということです。

第2に，研究 ・開発にも使わなければならな

い。たとえば，アンモニアの合成技術が確立さ

れたのは，ハーパーとポッシュの2人が災害防

止面を解決したからなんです。いまの研究活

動 ・開発活動も，安全工学をとり入れなければ，

スムーズに企業化してゆくことはできません。

第3fこ，販売（セールス〉です。たとえば，

農薬を売るにしても化学薬品類を売るにしても，

顧客が災害を起こさないように知識 ・技術のサ

ービスを しないと，これは商品にならない。つ

まり，販売の促進という意味でも，経済的効果

をあげているということです。

第4に，購買です。披も経済的な機器を調達

するには，購買担当者がただ安いという点だけ

で物を買っておるようなことで‘は，かえって不

経済になることがある。やはり安全工学の知識

が必要なんです。現にわれわれの会社でも，高

圧パイプなどについては保安部で発注規格を決

めチェックしています。

こういうふうに，安全工学は企業のあらゆる

分野に必要なんだということを，みなさんにご

理解いただきたいと思います。

左右固 たしかに，化学工業について考えてみ

ましでも，いままでは危険でできなかったプロ

セスがたくさんあるわけですよね。安全工学の

技術がじゅうぶん採り入れられていないために

工業化できない。

難波 たとえば，チーグラー触媒のような空気

や水にふれるとすぐ発

火するものを使いこな

して，ポリエチレンや

ポリプロピレンなどが

低圧でできるようにな

ったことも安全工学の

分野であると考えるな

らば，ひじように膨大

な貢献ですね。いまま

でできなかったことが， 難波桂芳氏

できるようになった。これはたいへんなことで

すよ。今後，研究すべきテーマは無限にありま

すね。

北川 現在，安全ということに対して，ひじよ

うに根強い社会的な誤解があるんです。それは，

安全ということを消極的に解釈して考えている

ことです。われわれは， “安全”に対して，も

っと積極的な意味をもたせているんです。

たとえば，新しい技術を開発していくのには

必ず危険がともなう，これは当然なんです。こ

の危険をどう取り除くか，危険なものをどのよ

うに取り扱ってゆ くかは，新しい技術が開発さ

れるかされないかという可能性にかかってくる

のです。そういう意味で， “安全”ということ

は技術の開発の必須条件なんです。

難波 現代の科学では，研究はつねに極限状態

を追及してゆき，工業もそれに近づいてゆこう

としています。 したがって，今後飛躍的発展

をとげると思われる新しいプロセスは，ますま

す危険性の大きいものになってゆくでしょう。

ことに化学工業では，発火 ・燃焼 ・爆発の危険

や，人体に対する有害危険をもっ物を使いこな

していかなければな りませんので，安全工学が
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新技術Im先の“かぎ”をにぎることになる。

そして，新しい技術を開発するには，まず実

験室における段階から危険性の見当をつけ，ベ

ンチスケ－A・，ノfイロットプラントとだんだん

とスケールアップしてゆく FLIJに，危険に対処す

る方法を安全工学的に椛立するわけです。すこ

しふるい例ですが， ドイツのレッ ぺ向上が高圧

アセチレン， ~＂；j庄一酸化炭素の合成化学（レ ッ

ペ化学〉を確立するまでにたどった研究開発の

経路は，ひじように参考になると思います。

木下 企業としては，従来，安全係数をひじよ

うに大きくとっていたために設備投資にむだな

面があった。ところが，安全工学の進歩ととも

に，安全係数をぎりぎりいっぱいにとれるよう

になってきた。いままで安全度を10みてきたも

のが，1ぎりぎりにとれるということになれば，

ひじようにコストが安くなる。それにはやはり，

基礎の学問的な裏づけがあってはじめて可能に

なるわけで，自には見えないがひじように大き

く経済的に貢献していると思います。

堤内 わたくしは日ごろから，損失を防ぐとい

う消極的なl師ばかりでなく，積極的に安全エザ：

の利点を与えるべきだと思っております。わた

くしどもも，昨年， 堺のほうに大きな投資をし

たのですが，このうちそうとうな部分の予算を

安全工学によって節減することができました。

と申しますのは，安全の境界の決定が設，nーの段
階で検討され安令が保障されて，もっとも経済

的な設計が決まるので，それによ って節約でき

たわけです。これが技術の進歩ですよ。

塚原 現実の産業災害に関する損失は，どれく

らいありますか。

左右固 さきほど北川先生がいろんな災芹を列

挙されましたが，いちばん産業災苫のなかで被

害額の大きなのは，やはり工場火災ですね。こ

れは保険の支払いだけでも 100f：豆、l'Jくらいあり

ますから，保険にはいっていないものも入れる

と毎年200億円くらいではないかと思います。

爆発が約20億円，労働傷害の補償が約200億円

くらい。そのほか公害などを入れると，ちょっ

と社れないほどです。
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北川 産業が発達するにつれて、そういう災芹

はますます多 くなるわけでしょう。それが，こ

れだけ産業が発達してきた現（Eこのく らいの被

害でおさまっているのは，ある程度の効＊があ

がっているとJqえてよいのではないかな。

木下 ひじように効米

があがっていますよ。

塚原 お話しをお聞き

していまして，安全工

学を切り離して考える

こと自｛木がおかしい。

安全工学がなければ，

近代的な生段活動がで

きないのだということ

が，よくわかりました。 塚原政恒氏

つぎに，災害の予防のrf1iについてお話し くだ

さい。

予防ということ
...... ，，ー.....・”a・’・，・，．－・’‘，・e’a・a・‘’・ー

北川 われわれが安令工学の，，，で予防というこ

とばを使うばあい，予防H年報はどういう意味で

使っておられるのかうかがいたいが（笑〉，火災

の起こらない1Jiiに消火設備を淵べる，避難設fiifj

や危険物の置き場を調べる，といったようなこ

とはこれは・n:後の対策であって予防ではない。
われわれの考えている予防は， M初からHI火さ

せないための対策なんです。ii＼火した後の対策

でなく，出火させないための対策を予防と称し

ているんです。

木下 企業としての考えブjも同じことですが，

まず火を出さないための技術的なti＇’.£ll]をする。

つぎに，万一火が出たときは，居小限の被／；：に

とどめる。さらに，火災が拡大したときも，工

場内だけの被；ljにとどめて， けっ して地域社会

には迷惑をかけない。これが、 J去ノト的な考え｝j

です。

北川 けっこうですね。わたくしたちも， lrijじ

ことですが，五つに分けて考えているのです。

まず①予防（発火の防止〉， ②不燃（燃焼の防止〉，

③局限（拡大の防ii二〉，④消火（火災の鋲圧）， 匂



避難（危険からのがれる〉です。

予防の本質は，火災や爆発を起こすもの（こ

れを危険性物質と言っていますが）の管理，そ

れと危険性物質にエネルギーを与える発火源の

管JJI!，この二つに法ちつくのです。 したがって，

危険性物質と危険なエネルギーの種知をはっき

り分けて，この本資をじゅうぶんにわきまえて

合開的に処即することです。

セフティエンジニア
’..・....，，.，.‘4・，－－’・，．，‘’・.........

塚原 これまで安全の技術について，いろいろ

お話しいただいたのですが，安全に対するモラ

ルを高めるとEflしますか，安全教育についてお

話しねがいます。

木下 事故というのは，人と物との関連で発生

するのですが，物もけっきょくは人の技術の問

題になると思うんです。ですから，教育という

而が大きな問題になってくる。

安全工学でも視恥i党教育をひじように大きく

とりあげておりますが，これは危険性を物思 ・

化学の基礎知識の上にたって認識させるためで

す。大きな災害の元となる危険に対する知識を

徹底的に植えつける，ということです。

同時に，モラルとしては，だれでもが自分の

やる作業について安心せずに疑いをもて，とい

う教育 ・指導をやっています。災害に関係がな

いかどうか，つねに最悪の事態を予想して作業

せよ，と言っているのですが，なかなか教育と

いうことはむつかしいものですね・・・

塚原 安全の専門家と申しますか，安全工学の

専門的な教育の問題ですが，今度横浜田大に安

全工学科ができるそうですね。

北Jll いままで10年ほど，化学系の学生に安全

工学の講義をやってきたんですが，将来日本の

産業界では，セフティエン ジニアがきっと必要

になってくると考えまして，独立した学科と し

て安全工学科を創設しようということになり，

来年度から40人の学生を募集する計画で予算を

要求しています。

難波 わたくしのほうは横浜国大とすこし行き

方がちがって，安全工学科をつくるという方向

にはいってないんです。東大の工学部としては，

前にも原子力工学科や11itrcl三工学科（その後，都

市工学科の形で実現〕などで同じような問題が

あったんですが，学部で基礎的な機械・化学・屯

気などをやった人に，大学院の段階で応用的な

学問を教育すべきだ，という意見が’j虫いですね。

ただ，安全工学をWl"1に研究する独自の場所

が必要ですので，いま安全工学に関係した講座

は設置しようとしています。そして， わたくし

どもの燃料工学科にこの講座ができましたら，

この講座では機械工学や応用化学をやった学生

も教育します。わたく しの考えでは，機械 ・電

気 ・土木 ・建築などそれぞれに，安全に関係す

る講座があれば，それらを全体として般にまと

めて，安全工学をやったらいいだろうと考えて

いるのです。

北川 われわれのほうでも、安全工学は大学院

でやるべきだという意見もあったのですが，い

ま考えている安全工学科は化学工学科にいちば

ん近いのです。従来の災害防止は，どちらかと

いえば機械的災芹にmきが白かれすぎていたん
ですね。ところが，産業災；与をよく分析してみ

ますと，化学的な原闘がひじように多い。火災・

爆発 ・工業中毒 ・職業病 ・大気汚染 ・水汚染と，

ほとんど化学的な因子を含んでいるわけです。

それで，工業化学，化学工学，機械工学など

の基礎科目のほかに安全技術者として必要な科

目を加えた学科をつく っていこうという考え方

になったのです。将)fEは大学院ができますから

ぜひ4年課程の専門の学科を卒業した人を収容

硝酸アンモニウムの爆発事故
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しようと考えています。

難波 これは，その人の人物にもよりますが，

安全の部門だけでなしに，セフティエンジニア

が生産の主流，会社の本流にはいっていき，会

社の主脳部になる，最終的にはこういうふうに

ならないといけないと思います。

塚原 セフティエンジニアには，なにか国家試

験のようなものでもあるんですか。

北川 セフティエンジニアを訳して，安全技師

あるいは安全技術者と称していますが，その資

格については安全工学協会で委員会をつくりま

して，いま資格づけの案を検討しています。

難波 安全技師も，目的によって数種類に分け

なければなりませんでしょう し範囲はひじよう

に広いんですが、将来はこの資格をもった安全

技師がいる会社なり工場なりに対しては損害保

険の料率も考慮、してもらう（笑〉。こういうふう

に社会的に認識してもらえば，セフティエンジ

ニアの資格も価値あるものになるでしょう（笑〉。

左右田 アメリカには，セフティ エンジニアが

いる企業の損害保険の掛け金が安くなる制度が

ありますが， ASSEの審査に合格した資格のあ

るセフティエンジニアでないとだめなんです。

だれでもいいというわ

けではない。

現段階では，日本で

はだれでもなれるわけ

で、す。だいたい，どんな

専門のエンジニアでも

そうですが，学校を出

たからすぐ役に立つと

いうわけではない。と

左右田信一氏 くにセフティエンジニ

アは経験が必要なんじゃないですかね。企業の

中での実地訓練がたいせつです。ASSE.でも，経

験何年以上のものに限ると資格制限しています。

木下 わたくしどもの企業でも，セフティ エン

ジニアの養成はひじように必要だがむつかしい

問題になっています。

ご承知のように， うちはカルテックスと提携

しておりますが，このカルテックスのサービス
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カンパニーにファイア プロテクション エン

ジニアとセフティ エンジニアがおります。 こ

の人たちは，大学で化学や機械をやり，卒業し

てから石油精製工場で長期間安全を担当してき

た人たちで，年f1~はだいたい40すぎた方がたで

す。それぞれ，社長または工場長のスタッフと

して，そうとう大きな権限をもち，また優遇さ

れています。このセフティあるいはファイア

プロテクション エンジニアは，カルテ ックス

関係の工場が世界に17ありますが，これらの工

場を全部，半年がかりでまわっている。このさ

いに，つぎの世代の若い技術者をいっしょにつ

れて，養成しながらまわっています。

われわれのところには，いまから10年ほと：＇Jjfj'

カルテックスからのセフティエンジニアが2年

ほど駐在しまして，われわれ3人が徹底したカ

ルテックスシステムで教育を受けました。その

うえで，日本的なシステムで安全管理を発足し

たわけなんですが，やはり，後の養成をどうす

るかに問題があるわけなんです。そういう意味

で，大学で安全工学をやっていただくことは第

1条件だと思いますね。

つぎに，もうすこし社会的に優遇されなけれ

ばならない， という問題があります。日本の会

社組織では，大学出身者は上に進むコースにの

る，またのりたいのは人情なんです。その点，

まだまだセフテ ィエンジニアが優遇されてない

関係から，大学出身者がすすんで社内のセフテ

ィエンジニアになろうとしない。なることを喜

ぱなし、。

この実情を打破してゆくためにも，各大学に

安全工学科を設置していただき，その卒業生を

各企業で生かしてゆく。そして優遇する。社会

的にも，保険その他の面でセフティエンジニア

の重要性を認識していただく。そうすれば，日

本の災害防止の技術も高まり，災害もずっと減

ってくるのではないかと思いますね。

外国の実情と比較して

塚原 外国にも安全工学協会のような組織があ



ると思いますが，日本とくらべてどうですか。

左右田 アメリカのASSE（アメリ カ安全技師

協会〉。

北川 ドイツには VDSI（ドイツ安全技師協会）。

これは，ちょうど日本の安全工学’協会ができた

年， 1952年につくられたんです。会llの数も，

だいたい｛以たりょ ったりです。

左右田 アメリカのASSEも，そんなに古いも

のじゃない。1947年に結成されている。；c々は
1911年に35人の保険会社の社はがニューヨーク

にmまって作ったのがはじまりなんですが，い
まは 7000人以上という大組織になっている。

ですから， LI本もそんなに遅れているわけで

はないと思いますね。

北川 けっきょくね，

アメリカとか日本とか

ドイツのように，最近，

産業の発展が急速な勢

いで伸びている国には，

安全技術がどうしても

必裂になってくるんで

す。日本もいまの状態

で進んでいけば，けっ

して諸外岡にひけをと 北川徹三氏

るようにならないと思っているんですがね。

木下 ただアメリカのばあいは，先ほどもお話

ししましたように，権限と山富な知識，それか

ら大きなノ〈ックグラウンドがありまして，いろ

いろなデータがそろっているわけです。Ap I 

（アメリカイ7油協会）なり，その分科会なりの，

あるいは会社でもっているデータがぱっとIllせ

る。ですから，セフティエンジニアはあまり？可

労しない。 “なん寄のファイルをもってこい”

といえば，すぐにJ行ィ、をうえられる。日本のば

あいは，その点が欠けている。

北川 アメリカでもヨーロッハでもそうですが，

技術的なj主権が確立ないしは充実している。こ

の／：i" [I本はひじように遅れていますね。

堤内外同と11本の述いで，いちばんヒンとく

るのは，外い三｜では安全のこともコマー シャルベ

ースでJillんでいるということですね。技術の裏

付けによ って測定 しているわけですが，そのた

めにはデータが整備されていなければならない。

そのデータは， j去！礎的なものは!Jil家機関が研究

してサービスしているが，民間の研究所も犠牲

をはら ってやっている。監仔官庁も，氏lllJのデ

ータを全面的に~1j. 吊している。

難波 外同の法ij！は｜！の荒い基本的な法律だけ

で，日本みたいなくわしいものはない。

堤内 日本の法令の技術基準にあたるものは，

石油でいえば API，機械だと ASME（アメリ

カ機械技術省述盟〉の），~ ·刊Iてなんですね。 法令は

必姿最少限のものをこれらの基準からヲIJ日規制

し，その他は自主的にやれるようになっている。

左右田 日本の安全工学で不足しているのは，

セフティエンジニアもですが，研究者がたりな

い。ですから大学教育も，技術者だけでなく，

基礎的なデータをIllしてくれる人を養成してい

ただきたいですね。データがなくてはセフテ ィ

エンジニアも動けないですからね。

難波 それには，どうしたって大学に講座をも

うけなければならない。大学に安全工学の講座

ができたら，そこで大予院の学生をとればいい。

いま臼本の研究人LIの1j1で，大学院の学生が111

める率はひじように大きいんですよ。研究能力

は不じゅうぶんにしても 5年間を研究に専念、で

き，またつぎつぎに新人がはいってくるのは，

大学院以外にないと思う。

北川 災；1，：の予防は，けっ きょく科学技術なん

です。産業が，科予と技術のためにこれだけさ

かんになったのですから ， Jl~業の発展にとも な

って起こる災；＇iも，技術Iの進歩で、なくしていく
のが順当です。これは，ひとつの物の考え)Jな

んです。フィロソフィなんです。半ーい， この考

えb・は多くの人の共鳴を得るようになってきま

したし，ある程度のゾミ効が山てきております。

これからできるだけた くさんの｝jに，そういう

フィロソフ ィを.EliJl[ff.していただいて，災；＇ fに対

処する科学的 ・-;i-J'.11[的な姿勢を『fl(立してゆきた

いものと考えます。これはなかなかむつかしい，

大きな仕・Jrですがねーーー。

文責・編集部）
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超巨館時代をむカ、えた

ロイドリストの報ずるところによれば，昨年度の

20万総トン以上の船舶の海難は26件に遥し，そのう

ち・u件は火災による海難である。火災を発生した船
のうち 6件は爆発をおこ しており，他の15件はいず

れも衝突・座礁による海難である。油送船の火災と，

大形船の衝突・座礁による損害が，最近ひじように

多くなった実証といえよう。

造船学的に可能な限度を基準に巨大船を建造する

のは危険である。 マンモスタンカーによる原油の大

量輸送は，船・水路・港の三つがそろって満足して，

はじめて安全におこなえるのである。ところが，巨

大船の安全運航については，あまり検討されていな

いようであるので，運航技術者の立ち場から，巨大船

の海難危険性と対策について解説していただいたの

会会食

巨大化する油送船

会食

造船技術の進歩は，船舶の大形化 ・自動化を

可能にした。大形船の建造は経済的にも右ーキljで

あり，輸送コストを引き下げることができるの

で，船主はますます船舶の巨大化計l引をすすめ

ている。また， 機械711を有効に活川して船舶を

4S 予防時報

自動化し，専用船の乗組員を従来の半数以下に

おさえ，船員資の節減をはかろうとしている。

とくに口本の船主は，諸外国に先がけて巨大船

・自動化船を述航し，世界の称賛とせん望の的

になってし、る。

定期船には，~三荷や荷役の問題などで必ずし

も大形化 ・自動化を有利としない要素があるが，

専用船のばあいは，貨物が多量にあって何役が

自動化されれば， 少人数で能率よく大品輸送で

きるので，船主が大形化 ・自動化を希望するの

は当然のことである。

穀物専用船は，農作物のでき・不できによる

需要の変化はあっても，人口の急激な増加はあ

りえないので，大形化には限度がある。

鉱石J与川船は，工業の飛躍的な発展にともな

って石炭をふくむ鉱石の輸入li1：が増大している

ので，急速に大）~化 している。 しかし，石炭や

鉱石は， 一般にその山の開発がすすむにしたが

ってコスト高になり，相対的に輸出封は減退す

る｛頃向がある。そのため， ,f}tみIUし港は， l吃水

の深い大形船が着序できる I；~壁の構築や船積み



設vm十こ，多抱：iの資本を技入するようなことはし
ない。鉱石専用船の大形化は，積み出し港の地

形などによって制限されるのである。

ところが，油送船のばあいは，これらの積み

ILIし港の制約がすくない。油fllの舟命は，鉱石

などに比べて， 比較的長いうえlこ，積みII＼し施

設の建造にも多くの資金を必要としない。また，

ハイフラインによる荷役が可能だから，水深の

深い場所にfi~み ／ ti し施設を建設することも，比

較的に容易なのである。さらに最近は，イモド

コプイやSB M方式によ っ て，対•{'rのパースに

巨大船を安全に係留できるようになったので，

マンモスタン カーの係留設備の困知性は解決さ

れたJ惑がある。

最近の原油輸入誌は， 年同J7 OOOJiklにおよ

び， 17年ほど1ifjに2)jトンクラスの油送船がス

ーハータ ンカーといわれていた時代に比べると

約10併にな っ ている。 年'll~Jの 輸入－：，；：7;¥ 1倍、 kl

になる日 も近いだろう。近年のブミ結によると，

輸入i1tは4年目ごとに倍増するとさえいわれて

いる。

以上に述べてきた旦I!由や，荷役方式がjl¥)単で

わずかの来り組み員ですむため，油送船は大j膨

化 ・自動化にもっとも適 した専j日船である， と

いえよう。今後も，造船技術がゆるすかぎり，

大形化 ・自動化がすすめられるであろう。

しかしこのことは，ただ単純に1欧迎するわけ

にはいかない。揚荷地の受け入れ態勢や，述航

の困難性， さらには災害の防d二など，考えなけ

ればならない問題がいろいろとあるのである。

石油業wの大Jf~油送船に対する要望は世界的

にも強大であるが，運輸省は第23次造船，1!-@1の

審議にあたって， 15万トン以上の油送船につい

ては・H放が発生すると大災害に発展するおそれ

があるとして，↑兵if!な態度をとっている。経済

性と安定性の問題は，今後もはげ しく 論議され

るであろうが， 油送船は多l訟の石油類をll'fんで

いるため海難をおこしたときの被害は膨大であ

り，また影響も広大な範囲におよぶので，あら

ゆるffJ度から検討が必妥である。

筆者は，運航技術者の了i：ち場から，巨大船と

くに巨大油送船の海難危険とその対策について

問題点を検討して以下に述べる。

会食会

タンカーの火災

食会

油送船の火災は， 石油基地の火災に直結する

危険があり，また港の機能にもひじような影響

をおよぼす。最近ニューヨーク港で，油送船が

衝突して火災をおこし， 死者21名，行くえ不明

16名，市，，怪傷者64名をだした生々しい事故があ

ったが， Jiff(行船舶の増加とと もにう油送船の衝

突の危険が増大し，これにともなう火災が起こ

りやすくなってきた。

M近， Z巨大海員IEのなかで油送船の火災が 11iめ

るわりあいが多く なり，将来ますます増大する

ものと推定される。また，油送船の巨大化とと

もに，災害は大形化し，被害の範凶は拡大する

であろうことも憂lili:される。

タンカー火災の身近な例では，室蘭港で火災

をおこした油送船ハイムワルド号のケースがあ

るが，この火災は油そう （槽〉に火がはいった

ら消火がひじ ように困難である ことを教えてい

る。まず，火災を起こさないことに重点をおい

た対策が研究されなければならない。

以下，過去の油送船火災の代表的な実例をあ

げて，防火対策の参考に供する。

へルマンエンツェ号の衝突火災 （1959年〕

油送船の衝突は，これまでに外国の水域では

発生していたが，日本の沿岸海域では実例がな

かった。 1959年のへルマンエンツェ号事件 が

日本沿岸における油送船火災の最初のものであ

る。

ドイツのタービン油送船へルマンエンツェ号

(12 430総ト ン〉は，イラン原油 17894トンを

積んで，パンダーマシュール港から四日市港に

向かい，伊良湖水道にさしかかるころ，霧がか

かって視界不良となった。おりから，名古屋港

を空船状態で出帆しマニラに向けて航行中の貨

物船 ・松福丸 （6890 G!T) と行き合い， 両船

とも避航につとめたが避けえず，ついに衝突し

て松術丸の船首がへルマンエンツェ号の9番ハ
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ッチを破t袋した。

この衝突の衝墜による火花がハ ッチ上部の石

油ガスに引火した。アレージホールから約15m

ほどの火位がたち，船尾方向に飛散して船尾居

住区が火災になった。また，損傷部から涜出し

た貨物油に引火して海面火災になり， この火は

船尾方面に拡大した。居住区に隣接するポンプ

室の入り口付近も火災に包まれ，舷門付近の電

線が焼けて船橋と船尾との交通および通信連絡

はしゃ断された。

松福丸は，船首破損部から浸水し火災が発生

したが，消火作業が効を奏し，浸水量もわずか

だったので大事故にはならなかった。

ヘルマンエンツェ号の船橋楼の救命艇が降さ

れて船橋楼の乗り組み員は避難したが，船尾の

救命艇は焼失したので乗り組み員は海にとびこ

んで難をさけ，付近を航海中の貨物船に救助さ

れた。

その後，船長， 二等航海士，および3名の来

り組み員は，爆発の危険がないと判断 し，本船

にもどって 9番タンクに蒸気を注入し，ほうま

つ（泡沫〉消火をおこなった。そのうち，多く

の乗り組み員が本船に戻って船首部のディーゼ

ルポンプを発動し， 9番タンクの火災に海水を

かけ，保安部の巡視艇の協力を得て鎮火した。

ドイツの海難審判所で審判がおこなわれたが，

この審判記録は，つぎのような教訓を成した。

(1) 衝突により破損したタンクに海水を注入

すると，油が流出して海面火災が肱大する

(2) 船首楼のデ ィーゼルポンプが有効であっ

fこ

積み荷のガソリンに引火して燃える宗像丸

50一予防時毅

(3) ノ＇.！＜でぬらした防水仰は il'1火作業に有効で

あった

(4) 火災現場付近の叩板上に散水すると，甲

板がひやされて石油ガスの発生を抑圧する

ので効果がある

宗像丸の衝突火災 （1962年〉

1958年，オランダド，，を航行中の油送船が衝突

して火災を起こしたとき，イ ギリスの船長協会

は，機関紙に， "1由送船の航行がひんぱんな海

域については，航行制限をおこなって災＇.＿！§を予

防する必要がある”と哲侍 した。この警告どお

りの災＇， ！＼＝が，京浜運河における第一宗像丸事件

である。

宗像メl.(1972総トン〉は， ガソリン 3OOOkl 

を満載して京浜運河を東燃岸壁に向かう途中，

ノルウェーの油送船サラルド ・プロビグ号と衝

突した。このため，船体に破孔を生じ，海面に

貨物油が流出した。数分後，このガソリンに火

がついて海面火災となり，この火が宗像丸の油

そうに燃え移って，来り組み員36名全員が死亡

した。

朝方，この運河内は船舶の航行が集中してい

て，大形船の運航がひじように困難であったこ

とが，衝突の原因のひとつであると言われてい

る。その後，この運河は，航行が制限されるよ

うになった。

ハイムワルド号の火災 （1965年〉

室蘭浴の油さん怖に倭／＿jJしようとしたノ、イ ム

ワルド号（35355総ト ン〕は，操船を誤りさん

橋に接触して船体に破孔を生じた。流出した原

油に火がつき海面火災となり，この火が本船に

延焼して油そうに火がはいった。

けっきょく，油そうの!J]tirt1は2811lllJも燃えつ

づけ，死者10名，負傷者 3~れをだす惨 •Ji とな っ

たが，原因については，このさん怖の位ii•' i：と 憐

造が大j影船の先着にil当さないのではないかと，

論議された。

スタンハ ックジャパン号の爆発火災（1958年）

ボンベイで以油を揚げ終わり， ヘルシャ汚の

積み地に向かいつつあったスタンパックシャパ

ン号 （17409総トン〉は，アラピヤifijて、ir!1そう



煉発したタンカーの悲惨な状態

を洗浄if1, 5番タンクに，爆発を起こした。船

橋楼の一部tム 爆風に吹き飛ばされて，船尾の

海而に落下した。この爆発によ って20名の乗り

組みuが行くえ不明になり，木船は1511寺問燃え
つづけた。

スタンパックジャハンサの爆発火災は，この

和の火災と してはも っともはげしいもののひと

つであったが，イギリスで調査の結果，作業員

が令μ死亡しているので， J.JJ[因は不明と発表さ

れた。しかし，爆発の原因は防せい（錆〉用のマ

グネシア ・アノ イドにあると航定され， また静

'l!.i:気によるものとも言われている。

海蔵丸の火災 （1965年〉

蚊近， ペルシャ湾の港で荷役113に， 3隻の油

送船で，同じような原因から火災を起こし，爆

発・j;:故が先生している。

海］蔵丸（20949総トン〕は，このなかの1隻で

あるが， 10名が死亡し， 22名が負傷した。本船

は浅瀬にえい航されて座係；し，約 100日間燃え

つつけ全担になった。

この・F故に｜刻する？毎日fl'審判は，まだ結論に達

していない。 しかし，船の安全設備と乗り組み

日の教育 ・訓練に欠陥があったものとうわささ

れている。

央公 ι
巨大船の海難危険性と対策

？な 1た

以 t，油送船のばあいとくに川題のある火災

について，実例をあげて説明したが，以下，事

故発生の原因となる問題点を，船 ・水路 ・港の

)I慣に海難危険と対策について検討しよう。

船の 問題

運動性能の鈍重化 船体が大形化し，大ifi:

2になるにつれて，運!JYJf1が鈍Eになる。巨大

船のかじききをよくするための研究は極々研究

されているが，経済的な問題もあるので早期の

実現は困難であろう。

また，衝突を避ける最後の手段は，機関を後

進にかけて行き足を止めることである。ところ

が，巨大船では後進力が船体の重量にみあわな

いため，船の行き足が容易に止まらないのが現

状である。

したがって，小形船では衝突や座礁を避けう

るような事情のと きでも，巨大船のばあいには

事故を起こす可能性が多くなる。巨大化にみあ

う後進力の増加が必要であろう。

船体の改善 油そうに火がはいると，消火

はひじように困難になるので，まず油そうに引

火しないような対策が必要である。このために

は，油そうを密閉して荷役をおこなえるように，

油量計や排気管の改良が研究されなければなら

ない。

乗り組み員 油送船には，油送船適任証を

もったものだけを乗せることにし，教育 ・訓練

を強化すべきである。これは，巨大船が就航し

はじめると，従来理論的に検討されていた運航

技術上のさまざまな困難性が現実問題となって

きたために緊急に要請される点である。

船舶の合理化は，装備を簡素化し，乗り組み

員を少なくしたので，災害が発生する危険が多

くなり，海難が発生した後の処理を困難にして

いる。この結果，船舶が大形化し自動化された

最近の海難事故は，従来の実例と異なる形式の

災害をおこしている。これらの海難の原因と結

果を検討してみると，港湾や船舶の安全設備に

も問題はあるが，関係者の災：引こ対する知識 ・

訓練がH寺代の変化に応じきれないために，災害

が発生するようにも思える。

また，港湾の整備がじゅうぶんでないのが明

白でも，利益のために幸運をたのむ営業的な要

望に対して，正直な技術者がむりを承知で献身

的に協力することもある。 この技術者気質が，
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カフジ石油基地で荷役中に爆発・ 炎上した海蔵丸

大形油送船の海難の原因になることもある。油

送船の操船は，臆病といわれるくらいに慎屯で

なければならないのだから，こういう善意は，

考え直さなければならないこと である。

水路の問題

領海内の水路 吃水の深い巨大油送船は，

相対的に航行可能な海域がせまくなるので，衝

突や座礁の危険が増大する。衝突やE主礁のため

に船体が損傷すると，積み荷油がもれて海而火

災を誘発する原因となり，船体が危険にさらさ

れ，また，海産物に損害を与えることもある。

たとえば，瀬戸内海の沿岸で石油工場を経営

する人の中には，自分の港を深く lすれば巨大船

の入港が可能であると考えているむきもあるよ

うだが，瀬戸内海の航路の現状は，巨大船に対

して水深がじゅうぶんでない海域があるのであ

る。専門的な問題なので詳述はさけるが，船舶

が浅い海を航海するときには，付近の海面が沈

下する現象がある。これは，巨大船 ・高速船に

なるほど顕著に現われる現象であるので，とく

に考慮しなければならない重大な問題である。

したがって，航路の水深を深くして，航路標

識を整備し，船舶の交通の多い海域には特定区

域を設定し，航法を定めて航行船舶の安全をは

からなければならない。この問題もいうのは簡

単であるが，種々な隆路があり，特定水域設定

の問題は漁業権を買収しなければならないし，

容易に解決することはできないであろう。

巨大船のための航路整備は解決不能ではない

が，巨額の費用を必要とし，容易なことではな

い。しかし，海上も陸上と同様に航路を整備し，

交通を制限しなければ，船が航行できないとい
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う時代が近づいたのではなかろうか。

公海や他国の領海内の水路 領海内の諮問

題は，以 tのような下段で海難を防止すること

も可能であるが，公海や他国の領海内の水路の

改善や航行の制限を要求することはできない。

したがって，巨大船を建造する前に同際的な衝

突予防法や和地の港則法が巨大船に適するか芥

かを，海運の問題として調査する必要がある。

筆者は，現行の衝突予防法の一部は，現在建

造されている巨大船の運航に不適当であると考

えるので，日本が率先して国際衝突予防法の改

正を提案し，もし必要ならば事前に積み出し港

の港員ljを改めてもらわなければならないと思う。

たとえば，衝突予防法の “狭障な水路” の定

義を明確にし， “船灯”の光達距離と巨大船の

“停泊灯” のあり方を再検討する必要があろう。

また， 浅瀬の定義を明らかにして，これに関す

る航路標識を検討し，海図の精度を巨大船に適

するよ うに改めることも必要であろう。

ペルシャ湾から原油を日本に輸送する最短距

離の航路上に存在するマラッカ海峡の水深が，

巨大船建造のネ ックになっていることなど夢に

も考えなかった人が多いことであろう。これら

の海域も巨大船の航行がわずかであったならば，

運航技術者の異常な努力で，吃水が許すかぎり

の大形船を過すこともできるであろうが，その

数が多くなり，狭水道で巨船どうしがIii会った

ときのことを想定すれば，その危険性は自明の

ことである。油送船の巨大化は世界の海をせま

くい航路を浅いものにしてしま ったのである。

海図 50年も前に 3000トン級の船を標準

として測量をおこなった海図を使用して， 巨大

船の航海を計画することは，ひじように危険で

あり，海を知らない者だけが考えうることであ

る。海図に水深が記載されていない場所は，調

査がおこなわれていないことを意味するもので

あって，深い場所であると考えではならない。

南の海には海図に記載されていない未知の浅瀬

が無数に存在する。 このことは，音響浪I］深器を

用いて南の海を航海した経験がある者ならば，

だれでも知っている事実である。



港の問題

港湾の水路 各界の権威者が集まる港湾審

議会で，港湾管理計ー匝lについて審議がすすめら

れているが，この計画が完成しないうちに，港

内の航行船舶が計画以上に増加し，船＊が大形

化する実情にあるので，海員ffiがおきがちである。

このことは陸上の交通事故のばあいと同様であ

るが，船舶は陸上交通にくらべれば運動性能が

劣札風潮により移動することもあるのでさら

に事故が発生しやすい。

引き船 大形船は数隻の引き船を用いて狭

い港内を航行し，衝突 ・座礁などの災害を防止

している。引き船の能力についてはいちおう検

討されているけれども，引き船の技術と管理に

ついては，ま ったく放任されている。巨大船が

就船する港では引き船の組織化を考えて，その

能力をじ ゅうぶん発揮するようにすべきである。

水先人 現在の法規では， 一定の履歴の者

に学術試験をおこなったうえ，その港で一定期

間実習させて資格を与えているが，技術試験は

実施が困難であるのでおこなわれていなし、。新

しい港に巨大船を導入するときには，経験が必

要であり，履歴と学術だけで資格が与えられる

のでは不安である。

入港制限について 港長は，その港の実状

を勘案し，水先人・運航技術者の意見を参考に

して，入港船のl吃水 ・長さなどに応じて船舶の

入港を許可しているが，巨大船が多くなった今

日，理論的な入浴制限の基準について統一的な

決定がなされることが望ましい。

水路の水深も年月の経過とともに変化するも

のであり，交通船舶の混雑度も時間的に異なる

ものであるから，その港の実状に則した強力な

指導をおこない，必要に応じて航行を制限しな

ければならない。港内航行の安全のためには，

港長業務の内容が拡大され，権限が強化される

ことが必要であろう。

岸壁の構造 巨大船の着岸に関しては，き

わめて優秀な操船技術とこれを援助する引 き船

等が必要であるが，一方，接岸l時の衝撃を緩和

する岸壁上の設備も必要である。しかし，安全

に接岸することに｜却しては，水先人の技術のみ

にたよ って，他の設備についてじゅうぶん研究

されていない現状である。これらの問題は岸壁

を設計する者 ・操船技術者・造船技術者が協力

して安全対策を考えなければならないのに，こ

のこと が組織的におこなわれていないところに

海知lの原因がひそんでいると忠われる。

係留 元来，船は風潮に来って移動するも

のであるから，陸上の交通機関のように固定さ

せることは困難である。いかりを用いて移動を

制限すること もできるが，ふれまわりによる偏

位を防ぐことは不可能である。

前に述べたイモドコプイやSBM方式は，巨

大船の係留設備として進んだものではあるが，

気象 ・海象の影響を強〈受けるので，台風の襲

米を受けるわが国沿岸のパースとしては，多く

の研究問題が残されている。

なな '(::{ 

お わり

セセ
火災の実例が示すとおり，油送船の火災は多

数の乗り組み員の生命を奪っている。また，係

留中に火災が発生すると，石油会社の従業員の

危険につながり，さ らには石油港の市民を災害

にまき こむおそれがある。

固定した陸上の工場と異なり，油送船は国際

衝突予防法にしたがって諸外閏の船舶を避航し

つつ航海して，世界の国々を訪れる。入港にあ

たっては外国人の水先人に導かれ，操船補助設

備を用いていろいろな設備を備えた油さん橋に

接岸し，その国の作業員の協力をえて荷役をお

こなう。油送船は，このよ うに複雑な状況のも

とに引火点の低い石油類を輸送するのであるか

ら，その安全対策も簡単ではない。

造船 ・港湾 ・運航の技術者が，協力一致して

こそ災害防止の成果があがろういさらに，船

主と荷主が先頭に立って，造船・港湾 ・運航の

諸問題を含めた油送船の安全対策や国際的な法

規の問題を研究してもらいたいものである。

安全性を無視して経済性を論ずることはでき

ないのである。 （筆者 ・日本海事広報協会常務理事〕
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ソビエトの消防

本誌編集部

“世界の消防シリーズ”も，アメリカ，西ドイツ，イギリスとたずねまわって，今回で 4回

目を迎えた。ソビエトの消防事情で興味深いことは，いかにも社会主義国家らしい組織によっ

てじっにう まく消防活動がなされていることである。資料が不足していることもあり，ソ述邦

のうち，ロシア共和国に関するものが主になったが，概要は察 していただける ことと思う。本

文は， ソビエト大使館提供の資料と「東京消防」掲載の記事から多く引用させていただいた。

ソビエト社会主義連邦は15の共和国からな 消防隊委員会があり，義勇消防団はこの委員

っている。ロシア共和国はそのうちのひとつ 会によって運営されている。

で，ソビエト総人口の%にあたる 1億2千万 義勇消防団員は，会引として年額ひとり10

人の人口を有 し， 主都はモスクワである。同 コペ ック（約500円〉を協会へ納入すること

共和国は， 27の行政県に分けられ，県はさら になっている。この全ロシア義勇消防協会に

に郡に紛｜分されている。

＝＋ 

特 徴

• 
会全ロシア義勇消防協会

ロンア共和国のWi防組織面における特徴は，

“義勇消防団”とよばれる民間組織が消防活

動に大きな役割を占めていることである。

義勇消防団およびその団員は，中央機関で

ある “全ロシア義勇消防協会”に加盟してお

り，同協会の会員数は400万人に達している

という。この協会の目的は，日常の火災予防，

農場など常備隊のいないところでの消火活動

および，工場消防隊を組織する ことにある。

とくに，新聞 ・映iili1・ポスターなどによる火

災予防思想の普及には力を入れている。

同協会には，総計8万の義勇消防団が所属

しているが， この中には 12～18才の青少年

92 000名が含まれている。各地方には， 義勇
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は，会員の会費のほか，国家から補助金が交

付され，ほかにも 22000人の常勤団員がもた

らす収入があり， その 1年間の全収入は 200

億円を越すという。これが，協会の活動財源

となっているわけである。

協会の常勤団員は，煙突そうじ，消火器の

つめかえ，衣類 ・繊維類の防火処理，避雷針

の設置，消防器具の修FITなどの作業をおこな

って収入を得ている。

義勇消防協会が国民的な規模で構成されて

いるのは，加入が半強制的におこなわれてい

るからだともいえるが，いっぽう，協会へ加

入することは，共同財産を保護する意欲に燃

えた良い市民としての資格のひとつにもなっ

ているわけである。これなどは社会主義国家

の国がらがあらわれていておもしろい。

義勇消防団の活動状況を示す一端として，

モスクワ消防庁長官代理のアプラム ・ルーピ

ン大佐が最近述べたことばを引用してみよ う。



一一民間団体で消防を助けて活躍しているの

は，約25万人の会員を擁するそスク ワ義勇消

防協会と 1万人を擁する青少年消防隊である。

これらの民間協力団体は，住民にPRしたり，

企業や施設の消防を受けもっている。これら

の団体の子に負えない火災なら，もちろんす

ぐもよりの消防隊がかけつける。高速消防車，

120mの高所に強い水を送るポンプ， 45mの

くりだしハシゴ，消防月R，酸素装置，炭酸ガ

ス入りボンべなどがモスクワの消防士の“装

備”だが，多くの企業には高温や煙にすぐ反

応する自動警報装置がそなえつけられである

このことばからもうかがえるように，義勇

消防団員はソビエト連邦の消防にひじように

大きな役割を果たしているわけである。たと

えば， レニングラードTげでは，市に発生した

全火災の50%までは，義勇消防団と一般市民

の協力によって鎮火されているという過去の

実績がある。

この民間消防組織は，かなり古い歴史と伝

統をもっており，一砲の自警組織のような性

絡もおびている。モスクワ義勇消防協会など

は， 1856年に組織されているほどである。つ

まり，全ロシア義勇消防協会は，各地方にお

ける自轡消防団を国家的な規模で高度に組織

化したものといえる。

なお，団員には各砲の特典が 4

与えられている。勤務先から年

4回の休暇がとれるほか，消防

用の特別制服を支給され，訓練

・講習に参加することができる。子

女公設消防組織

ソビエト辿邦の公設消防組織

は，ロシア共和国の例では，県

消防委員会が管轄する県消防部

があり，この県消防部のもとに

消防｜欲を置くという構成をとっ

ている。また，県内の各都には

消防監察官が配置されている。

このIF.規の消防隊は，査察 ・防

火基準の設定などの消防行政を内容とする火

災予防と，直接の火災鎮圧の二大任務を遂行

している。

モスクワ市の消防隊に例をとれば，常勤の

隊員は約 3000名で， これは人口 1万人あた

りで4～5名の消防隊員ということになる。

勤務は， 24時間の当番の後， 48時間の非番と

なっている。もちろん各消防署には夜間の仮

眠施設もあり，最低2台の消防車（水そう車

とポンプ車〉が配置され，常時出動体制をと

っている。火災の通報は電話でおこなわれる

が，公衆電話には特別な火災通報用ボタンが

ついている。誤報はほとんどないという。

A匹

訓練と教育

￥ 

社会主義制度のソビエト連邦では，防火は

そのまま国民の共同財産の保護防衛を意味し，

国家への積板的な貢献とみなされている。 し

たがって，防火思想の普及や防火訓練は，組

織だてて， しかも徹底的におこなわれている。

小学校の児童のためには，少年義勇消防団

があり，児童たちは積極的に加盟している。

少年義勇消防団員には，防火カプト， 制服，

バンド，ノ＇＇／ジなどが支給され，消防車とか

ホース類の本格的な防火装備を使って実施訓

練を受ける。また，この少年団の本部もなか

警報が出てから25秒以内に出動する
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マスクと酸素吸入装置のおかげで

火元まで接近して消化できる

なかり っぱなもので，＇＞ G:話や必要な｛JiiJ品が部

屋を埋めている。こうして，児童たちは，防

火訓練を通じて防火技術を習得するが，それ

とともに社会主義思想に基づく防火の基本理

念を教えられ，また学びとるわけである。

また，各職域に対しては，義勇消防団から

あらゆる機会を通じて防火思想 ・訓練の啓蒙

活動があるいっぽう，職域内でもそれぞれ独

自の消防訓練をおこなっているという。

このように，ソビエト連邦では，防火の基

本思念が，大人にも子供にもよくいきわたっ

ているため，防火思想、は欧米諸国と比べて，

その水準が高いといわれる。具体的には，劇

場，商店，公衆集会所などでのl喫煙は厳禁さ

れているが，たとえ罰則がなくても，こうし

た共有の場所では喫煙しないことが習慣にな

っているそうである。

＊専門施設

つぎに消防訓練のための専門施設を概観し

てみよう。

高等教育省の所官：する消防技術学院がモス
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クワにある。 これは，いわば消防の “最高学

府”ともいうべきものである。もうひとつ，

レニングラードには消防技術学校があり，こ

こでは消防の中級技術教育が実施されている。

まずモスクワの消防技術学院についていえ

ば，入学資格は高等学校を卒業したあと 3年

間にわたって消防の実際活動を経験した者で，

入学試験を通じて採用される。修業年限は4

年間，授業時間数は 4000時間で， このうち

半分は実習である。通信教育講座制度も あり，

入学者の年令制限はない。

レニングラードのil'i防技術学校は，修業年

限は 3年，入学生は17～18才の青少年で，ロ
シア共和国各地から応募してくる。通信教育

制度もあって，通信教育生は年2同定期試験

をうけるが費用は国庫負担である。

A匹

研究
ヰ

消防研究は，モスクワの消防中央科学研究

所を中心に，地方にある20か所の消防試験所

の相互の密接な連携のもとにおこなわれてい

る。

モスクワの消防中央科学研究所そのものは

公安省に管轄されているが， 直接の管理にあ

たっているのは科学技術委員会である。同研

究所の年間予算額は15～20万ルーブル（約6

～8億円〉程度で，研究所職員は約 130名で
ある。研究課目は， 1）火災予防， 2）新しい消

火方法の開発， 3）応用水力学，4）自動消火設

備， 5）火災感知器， 6）耐火材料の研究など，

かなり多岐にわたり，突っこんだ実地試験も

つづけられている。

いっぽう，地方の消防試験所は，火災現場

に直接に出動して，火災現場から必要な資料

を収集してきて，火災の発生から鎮火までの

過程を研究するほか，森林地帯とか農村，都

市など地方的な特殊条件にあった試験 ・研究

をかさねている。だが，火災現場に出動しで

も実際の鎮火作業には参加しないことを原則

としている。



以上のように，モスクワの中央科学研究所

は，純粋な防火のm論研究をおもな11的とし
ているのにたいし，地方の試験所は，実際の

火災のなかから，火災の実体的な原因や，生

きた教訓を究明することに，より努力を注い

でいるわけである。

A匹

規 第リ
半日・

ソビエト辿声llでは，国家建設委.w会の官’.f.lli
のもとに，火災予防の立場から建物の設計法

準や工場基準が設けられている。｜宝l家建設委

員会には消防監察官が委員として参画してお

り，火災予防J二の不可欠の事項について意見

を反映している。

国家の屯要施策のひとつと して現在，建物

の再建整備政策が強力におしすすめられてい

る。かつてのロシア的丸太小屋}j式の古い建

築峨式は，いまではすっかり姿をひそめ，そ

れに代わってセメン ト被覆のレンガZiりや鉄

筋コンクリートの山i層アハートが急i£に建設

されつつある。このことが防火にも大きな貞

献とな っている。

建物の新築にあたっては，すべて建設委14

会の承認を必止さと している。建築物は消防の

見地から 5匂級に分知され，それぞれの等級

にしたがっ て建築基準が設定されている。 1

等級建物というのは，耐火度1～5lk'f聞の構

造をもっ建物をいい，また 5等級建物は耐火

度 5II年間の隔壁をもっ建物をさすなどの規定

を設けているわけである。

新築建物が，もし防火基準を無似して建E没

されたばあい，建設にたずさわった労務者ひ

とりにつき5ループル（約2000円〉の 科料

が課される。さらに述反事実が顕著であれば，

工事の中I上が命令されるなどきびしい措置が

とられる。

また， 火災H干の延焼防止のため，建築械式

に応じた建物川の間隔基準を設けており，こ

れに加えて，避灘施設の設置義務を定めてい

るのは注目される。避難施設は，建物の構造，

高低，使用目的などを勘案して，条件に適合

した形態で設けることとしているが， 5階以

上の高層建築については屋上への避難路や特

別避難施設の設置を規定している。3階以上

のものについても消防非常階段を設置するよ

う義務づけており，人命尊重の立場から，災

古時の対策に努力が払われている。

A匹

近 j兄

￥ 

最近，日本にあるソ連系のノーボスチ通信

社が調べたモスクワの火災発生状況によると，

1昨年，モスクワでは 812件の火災が発生し

ている。これは人口1000人あたりに換算す

ると，火災発生率は0.1ということになるが，

同年のパリの火災発生率0.8，ロンドンの 4.5

と比べたばあい，モスクワの火災発生率は，

はるかに低いことがうかがえる。

しかも，モスクワの火災発生源は，ほとん

どが木造家屋とか納屋といわれ，耐火アパー

トなどからの出火はほとんど皆無に近かった

といわれる。また，火災発生原因のう ち，も

っとも多かったのは，電気器具のっけっぱな

しであったという。

ちなみに1961年のモスクワの火災発生件数

をみると， 1015件で，人口 1000人あたりで

は0.16であった。

ソビエト述邦では，国民の防火思想、の向上

や建造物の耐火性傾向の増大と相ま って，近

年とみにすぐれた防火効果をおさめているよ

うである。
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防火ポスターデザイン募集

入選作品決まる

日本損害保険協会では，秋の

~ 防火週間に全国統ーして使われ

~ る“防火ポスター” のデザイン

~ をひろく一般から公募していた

~ が，このほど審査の結果が発表
~ された。この“防火ポスター”
ー のデザイン募集は，今年はじめ

~ ての試みで，昨年までは専門家

~ に依嘱して製作していた。

れたものであるが，日

本損害保険協会では，

一等入選の作品〔カッ

ト写真〕を50万枚印刷

して，全国の市町村に

はん布する。防火思想、

の高揚と火災予防運動

の促進をうながそうと

いうものである。． 応募作品は1575点にのぼり，
子 一般の防火に対する関心を高め

~ るうえでも，一般公募は成功で
'・ あったといえよう。公募に応じ

~ た人も，11政の小学生から73歳

； の老人まで，会社員 ・公務員 ・

消防庁の発表による

と，今年の 1月から 6

月までの全国の出火件

数は 27163件 （lt'i二年｜百l

期より 6562件減〉，総

損害額は 285億円（昨

年同期より45億円減〉

全国の市町村に50万枚

主婦 ・学生 ・美容師など，あら

' ゆる庖にわたり，地域的にも北

は北海道から南は沖縄まで，文

？ 字どおり日本全国津々浦々から

； 応募作品が寄せられた。
ー このデザイン募集は，自治省

消防庁の協賛のもとにおこなわ

58－予防時毅

だが，死者は昨年より 100名多

い700名になっている。各地に

異常火災とよばれる大火が絞出

しているだけに，火災予防運動

の前進がのぞまれる。

なお，入賞した人びとと務査

1等入選作品

員の氏名は，つぎのとおり。

・1等入賞

佐）僚一宇 （東京）

・佳作

杉原j問（東京〉 前Ill圭佑

（名古屋〕 m川英夫（東
京〕 矢沢省三（東京〉

安保良隆 （;jヒ九ナ卜l!fi〕

・努力賞

l白l任1l:;iffJtl （東京〕 JE木功

（大阪〉 洞以治 （大阪〕

・審査員

亀tf 雄策（ア トティ レクタ ー〕

秋山ちえ子Ol：~ .： ·1i治家J

佐久間 'J:::: L自治省消防Jj'J{'L:')

村淑ii生＝＝：（証i；可保険協会会長〉

天野 一馬（)) J'’防広報部長〕

山と積まれた応募作品の前で検討

を重ねる審査員諸氏。右から，秋
山ちえ子さん，亀倉雄策氏。 ー



誌上セ ミナー（II)

爆発物の安全管理

＝＝＝＝企業と爆発災害の防止＝＝＝＝＝
• 10•" " "'il 1 ＂＇・・，..n .....’E・＠・・＂＂・崎，．””・ゆ・・・・・l

化学工業における爆発事故，花火工場の爆発，

あるいは学校の尖験室での薬品の爆発など，新

聞に爆発・r~故のニュ ースが絶える こ とがないと

いう感じがする。実際日本では爆発事故がとく

に多しそれらを含めての産業災苫が近ごろう

なぎ昇りにふえてい〈といった観がある。

それはー簡には経済成長の現われであるのか

もしれないが，その損害はおそるべきものであ

って，痛ましい犠牲者の発生を考えても絶対に

その防止を計らなければならないが，その経済

的釘失もまた，その企業の経常を揺がせるにじ

ゅうぶんであるといえるのである。 ことに化学

工場などの爆発災芹は，まったく極端な結末を

生むことになりやすい。

・ 企業にとって安全管理とはなにカ、？

安全管理という問題を，企業の経也’の上で直

接の生産に対して二のつぎと考える経営者がま

だ多いようであるが，それはまったく誤りであ

って，工業の経世においてはまず安全管理を第

1にしなければならない。 それが企業の安定と

発展を計るうえの前提で‘あるとさえいうことが

できるのである。それは実際の例について具体

的に考えてみればよくわかることであって，安

定した一流の会社ではあまり事故災害は発生し

崎川範行

ていない。事故の多い企業は赤字経営になるだ

ろうし，けっ きょくは倒産に立ちいたることが

多いのは，事実が証明しているといえるのであ

る。

安全管理の重要性は，欧米の企業ではその経

済的安定の上から強く認識されていることであ

る。 たとえば世界のビッグビジネスのナンパー

．ワンと されているアメリカのデュポン化学工

業会社では，そのビッグビジネスたりうる第1

の条件と して，安全をあげているというほどで

ある。同社の社長は，まず第1が安全，そして

第2がアイディア，第3が人材であると語って

いる。それほど企業にとって安全がたいせつで

あるという ことは，古く火薬製造業から出発し

て大化学工業会社となったデュポンは身をもっ

て学びとってきたものであるに違いない。また

産業災害，それがことに化学工業会社での爆発

事故であったとすれば，デュポンほどの大企業

でもその土台がぐらっしという事実を語って

いると思うのである。

・ 爆発事故はなぜ絶えない？

まったく爆発という事故はおそろしいし，だ

れひとりとしてそれをおそれない者はいないの

であるが，それにもかかわらず日本の産業界で，

あるいは研究室や学校で，その種の事故が絶え

ないというのはどうしたことであろうか。それ

はなにかにまちがいがあるにちがいない。いか
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に爆発性物質であるからといって，そ

の取り扱いが正しければ絶対に事故は

起こるべきものではない。それでもな

お爆発するという物質ならば，それは

もはや生産に利用することは不可能な

物質である。

たとえば先年大爆発事故を起こした

エチルメチルケトンの過酸化物という

のがある。この化合物は，今日 プラス

チックの市合促進剤として欠 くことの

できないものになってしまっているが，

その化合物はきわめて不安定であって，

取り扱いに誤りがあればすぐ爆発事故を起こす

にちがいない物質なのである。100。Cほどの出

度で分解し爆発を起こすし，衝撃を与えてもい

けない。空気と接触しても酸素の存在によ って

分解爆発がうながされるし，鉄さび，綿繊維，

ケイソウ土なとoの異物，あるいはガラスなど表

面活性をもっ物体に触れでも，爆発が誘発され

る。重金属のイオンも禁物である。だが，それ

が一般のプラスチック工業において普通に使用

されているのはなぜだろうか。それはこの危険

物に対しての安全管理が正しくおこなわれてい

るからなのである。

・ 爆発危険物の取り扱いは ？

では，どうしてエチルメチルケト ン過酸化物

が安全に使用されているだろうか。それはまず，

容器として小型の軟質ポリエチレンのピンが用

いられる。軟質ポリ エチレンには表面活性がな

く，金属化合物も含まれない。それにやわらか

く弾力性があって，衝撃に対して緩衝材のはた

らきをするし，熱の伝導もよくないはずである。

そこでポリエチレン容器はこの化合物を入れる

のに適していることになるが，このピンの中に

口もとまで一杯に液を満たして栓をほどこして

おけば，空気との接触が防止できる。使用時に

はピンの内容物を全部一度に使ってしま って，

あとに液を残してはいけない。そのために小さ

なピンしか使ってはいけないことになる。そし
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てこの過酸化物はさらに希釈斉I］で薄めである。

こうして使えばと くべつ危険な物質でも手なづ

けて利用できるが，その代わりに（j］＇埋や取り扱

いにちょっとしたまちがいがあれば，それはす

ぐ事故につながってしまうものである。

この例は，爆発物の安全管理に関して， 1つ

の市安なぷl唆をワえるものである。他の爆発物

についても，その・／；I：：質をよ くっきとめて，その

安令圏内で取り扱い ・f古’理がおこなわれていれ

ば，絶対に・n放は起こり得ないことを示してい
るわけである。つまり，個々の爆発性物質につ

いて，その性質を正し く知り，災芹防止の措同

をまちがいな く とること がもっとも必~なこ と

である。． 爆発原因調査の結果は ？
ところで，常者は多年にわたって化学工場の

爆発事故の以凶淵査をおこない，また火災の似

因などを調べてきた結果， '?k'するに大部分の爆

発が故は，その物質の性質を正し く知！っていな

かったことから起こ っている。さらに，その安

全管理の組織に欠陥があって，そのすきをつい

て錯覚 ・ 手迎い ・ 忘l~！ とい っ た人為的なあや ま

ちが結びついて’H故が先生するこ とが認められ

る。それと｜司H寺に，日本の産業災',I；：で、は，と く

に作業員の末端に至るまで‘の，安全教育の徹底

が欠けていて，そこにとんでもない錯誤が生れ

て， 大災苫を呼ぶと いった例が多いのに気がつ



くのである。というわけで，ここに新しく爆発

物の安全に対する，基礎的な問題をのべてみた

し、。

＝二二種々の爆発物とその安全管理＝ニヱ
川崎！””’E，命＂・＂＇ゅ，，，，，， 1n,....... ,n .....，”fP""'"IO＇＂””命『・

．， 爆発とは？

；爆発という現象は，強い発熱を起こす反応、が

急激に起こったばあい，それによって発生する

高温度のために激しい気体膨張が起こって，音

響とともに周囲の物体を吹き飛ばし，破I表する

といった作用のことをいうのである。そこで爆

発を化学的に考えると，いくつかの種類がある

ことになる。． よくみられる爆発は？
もっとも普通に見られる爆発は，燃焼爆発で

あって，一般のガス爆発，炭じん爆発，可燃性

液体の識の爆発などがそれである。また，黒色

火薬のような酸化剤と可燃物を配合した火薬の

爆発もこれに類する。ところで燃焼という化学

反応は，費量素の供給速度がいくらでも早くなれ

ば，その述度もいくらでも早くなり，その結果

大量の発熱をもたらしひじような高視になって，

急激なガス膨張で爆発することになる。

黒色火薬では，混合された硝酸カリウムから

の酸素で爆発が起こるのである い ガス爆発は，

あらかじめ空気の酸素分子と， ガスの分子とが

混合によって干密接に隣り合っていて，燃焼が開

始すれば急速な早さで酸素が供給されることに

なって爆発となるのである。炭じんや小麦粉な

どが空気中に浮遊した際の粉じん爆発も，ガス

爆発と同じ現象といえるのである。

この磁の爆発を防止するためには，ガスや可

燃物の微粉などでは，ろうえいその他によって

空気との混合物が生成しないような方策を講ず

ればよしまた万ーのろうえいの場合に，いわ

ゆる爆発範囲の混合割合にならないような条件

を設けておくことがたいせつである。

また，普通の定常燃焼にせよ；爆発にせよ，燃

焼はすべてそれぞれの物質の自然発火混度まで

の加熱を受けないかぎりは，開始されないもの

である。つまり，いわゆる着火源がなければ燃

焼も爆発も起こ り得ない。引火性物質や爆発物

の付近で火気厳禁が要求されるのはそのためで

あって，マ ッチの炎，煙草の火，その他巨＃火い

っ さいは着火源となるし， ~11:熱指のニクロム線，

電気のスイ ッチの火花，前パE気の火花，鉄など

の打撃で生ずる機械的な火花など，みな着火を

起こすl点因になる。． ほかにも爆発の種類が ？
以上はー砲の燃焼である爆発現象であるが，

そのほかの化学反応でも強い発熱をするものは，

爆発的に反応が起こるばあいが多い。

極ー々 のi品酸化物には分解爆発を起こしやすい

ものがあり，空気の供給や，他の酸化物の存在

がなくても単独で爆発する。過酸化水素は水と

酸素とに分解しやすく，その濃厚なものは，熱，

衝撃，マ ンガン化合物などによって分解爆発を

起こす性質がある。先にのベたメチルエチルケ

トン過酸化物も分解爆発を起こす化合物である

し， i位向変化ベンゾイルもまた同様である。有機

石油タンヲ火災
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化合物の中には空気中で過酸化物を生

成するものがあり，思いがけない；爆発

を起こすことがあるが，エチルエーテ

ルもその 1つであって， エーテルの貯

蔵や取り扱いには，常に過酸化物の生

成を考慮しておかなければいけないの

である。

化学工業などで多量に用いられるア

セチレンは，常圧では空気とまじらな

いかぎりは爆発事故は起こらないが，

圧力を加えて圧縮すると，炭素と水素

を生成して分解爆発を起こすおそれが

ある。 だからアセチ レンは圧縮ガス として容掠

に充てんする ことができず，アセトンを浸ませ

た多孔質のマスを入れた高圧容器に充てんす

る。つまり，溶解アセチレンという形で貯蔵し

たり運搬したりするのである。 したがって， 容

器内のマスに空洞を生じたりすると，そこに圧

縮されたアセチレンを生じて，と きに爆発事故

を起こすことがあるから，注意しなければなら

ない。

また酸化エチレンは気体の状態では，衝撃や

火花などで分解爆発をおこすおそれがある。こ

ういった分解爆発を起こす物質は，爆発に対し

て外部からの空気や酸素の供給は不必要であり，

単独で爆発できるのであるから，まったく火薬

類と同じ管理が必要になってくる。そして，火

気，温度上昇の条件，機械的衝撃，電気火花な

どを避けなければならないのはいうまでもない

ことである。

崎合成材料産業などでも爆発事故を聞〈が？

分解；爆発と反対というわけではないが，小さ

な分子が結びつき合って大きな分子を形成する

重合反応が，爆発の原因となるばあいがしばし

ばある。この種の爆発を重合爆発とよび，近ご

ろプラスチック工業や合成繊維工業に関連して，

高分子重合体（ポリマー〉の原料である低分子

の単量体（モノマー〉が爆発を起こす例が多い。

この種のそノマーはオレフ ィン炭化水素，アセ
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チレン系炭化水素，共ヤク二重結合をもっジエ

ン系炭化水素といった，不飽和1の炭素結合をも

っ化合物が多く，こういった化合物は自ら発熱

しながら結びつき合って，大きな分子を作り上

げていくという｛企質があるのである。

こうしたモ ノマーを実際に重合させるのには，

反応があまり急激にならないようコントロール

しながらおこなうのであるが，条件に誤りがあ

ったりして，急激な重合が起こると，大きな発

熱によって高い温度を発生し，化合物は気化膨

張して爆発を起こすことになるのである。

塩化ピニル ・モノマー，合成ゴム原料である

ブタジエン，ポリエチレン原キヰであるエチレン，

ポリウレタンの原料である酸化プロピレンなど

で重合爆発事故を起こした例があり，また液体

のシアン化水素も重合爆発を起こすことがある。

そのほか爆発事故例はなくても，重合を起こし

やすい不飽和化合物のモノマーには，常にその

性質があるものと与えて，その可能性がないこ

とが証明されるまでは， 一応警戒をしなければ

いけないのである。

・重合爆発を防ぐには？（具体例も〉

こういった重合性の化合物は，その重合条件

がそれぞれに異なっており，あるものは加熱に

よって， あるものは触媒の存在によって重合が

促進されることになるのだが，それぞれについ

ての重合条件を調べておいて，作業中にも貯蔵



中にも，異常・な市合反応が先生しないような符

JI！！がたいせつなのである 。 市{f反応によるij~1~

という川）~はつい忘れられやすい傾向があるか

られニ意を裂すると思う。

li11化ピニル ・モノマーは低机度で貯蔵し，ま

た酸化i'I：の物質の混入を件成しなければならな

いであろう n シアン化水系は古くなると不'P..＇・1と

になってとつぜん2、激な市介反応を起こして，

容加が以先する可能性がある。その爆発機械は

191らかではないが，とにかくそのような性質を

もっ化合物であるから，被体シアン化水素の字F

｛，~は，充てんしたまま長＜ lti 'Ji：~さ れることが許

されない。充てん後3カJJ以内に内符物をYl1i~ll: 

してしまわなければならないj』nJljがつくられて

いるのはそのためである。

そのほか酸化プロヒレンの性質を考えると，

この化介物は水がイ｛{1：しアルカリ十I：になってい

ると， 60°C以 上に加熱したばあい急速に司ー合

が進んで計11l度が ｜ょ Ji~ し，その茶気圧によっ て容

叫がtt.~5~する可能性があり ，ことに中I L製酸化プ

ロピレンのタンクについてはこのような条引を

ノ I ：.じないような ti二むを必~：とする。

・最後に爆発物安全管理の要点を

そのほか爆発には化’ア’反応によらない蒸気爆

発のような物型的な爆発もある し，また高圧ガ

ス，液化ガスのように容｛，~の欠陥や取り扱いの

誤りによって，機械的に破裂して；I暴発に知する

現象を起こすことがある。 しかし，このような

物質のばあいは，爆発物とはいわない。爆発物

といえば，それは日己の燃焼爆発，分解爆発，

iTi：合爆発といった，化予反応による爆発を起こ

す物質をさすことになる。そして，それらの安

全：i~；開は，それぞれの爆発を誘発する原凶とそ

の現象をまくう、：11って，不服の・H故を防止するこ

となのである。だが，いずれにせよそれら安全

也’mに共通の1111題は， （，，，［度上昇の防止，引火の
~j（囚である 7U火加をつくりださないこと，つま

り烈火や屯気火花を近づけないこと，そして機

械的衝撃を避け，また接触によって発火を誘発

するような触媒物質のはいりこむのを避けると

いったことにつきると思うのである。

これはよ足先物の代表である火薬 ・爆薬の!fil'iで

も同じことであるが，火薬や爆薬は化学工業に

おける保安や火災の防止のtでの安全竹’JI］）とは
また別であって， :t!B~ を I I的とする製品である

と同時に，大 ：，~：に製造し取り扱う点から，その

！製造や貯j~長 ・ 運搬 ・ iix り 抜いなどにさらに特別

の安令作朗の方法が~：求される。 それは火薬取

締法の範j)l'iであるから，ここにはr1xりあげない

ことにする。

なお，爆発物の安全1i'i'JJHの うえでと くに市－~

なのは，関係省すべてに刻する安全数行である。

たとえHxり扱い七任者，約二業l二ff手fが保：；，，：：につ

いてじ ゅうぶんな知識と京子出会をもっていたとし

ても，イヴ米：iiの末端に至るまでその知識が？？及

していないと，不地：の事故を起こすばあいがき

わめて多い。 その／.i， 治、ら ， ;l:l，~先物を JJ:又り 扱う企

業や機l.Y.:Jにおいては，経常者から技師 ・作業n
に至るまで常に安令官Jillに｜刻する教育によ って

知識を得ていなければならないが，同ll~i・に企業

内に確問とした安全：（j'Jlf[の組織を設け，h／！，を

突いて仏1改がヲ~~［：ーすることがないように心掛け

てほしいのである。 （乍手？．東京工業大学教校）

, ... - - - - -・ -・ -・ - -・-• -－－ーーー・ーー

予防時績 のお Ej~ し込みについて

木誌は， わが 11~のHl~_i;:f~I漁業界が抑lili してい

る災台予防事業の~i;誌として ， 17イドほどn肋、ら

発行されている季111誌です。木誌をご覧になっ

ておわかりのように，火災をはじめ交通事J次・

地良災害 ・気象災宵 ・公押など，広範｜川の災古

とすt放の防止を11的とした“防災総合誌”です。

本誌にご関心をお持ちの方がござし、ましたら

無料でご贈呈いたしますので，ぜひ下記にお『fl

し込みくださるよう，お伝えください。

東京都千代田区 仲間淡路町2の9

日本損害保険協会 予防広報部

予防課 予防時議係
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。 について

上 原

Fire Bossは， アメリカの FireControl 

Engineering社で開発された球阿転式大形粉

末（ドライケミカル〉消火装置である。日本で

も，束京消防庁はじめ氏llH石油会社で使川され，

防災の任にあたっている。

特 徴一｜

Fire Boss が｛也の粉末m火装j;li：とj耳なるj‘
は，起！JVJll年に宝京ガスの一部を利川して，球｝尼

寺予知（以下球と I呼ぶ〉を平[11J転し，球内i~1）に干R

H・あt同しているドライケミカルをfry（， きほぐす

と同ll~i・に，日ii：宅京 Jガスを球内部に送りこみ，

ドライケミカルをかくはん ・カIii主・yfit動｛小；化し

て，ホースまたはターレッ トノズルから短H手間

内に強力なスピードで人・：止に放射する （特許

no. 430266）ものである。

従米の粉末7l1l火袋店では，長時間保イ子してお

くと， ドライケミカルのもっている凝固十I:とい

う桁命的な要閃で，符鼎｜付のドライケミカルは

同ま っており，いざ放射するときに，容抑内の

ドライケミカルが拡散 ・流動体化せず，放射昂：

も少なく，射程距離も伸びず，消火効果をじゅ

ピットの広さ 114m2，消火l時間 5scc

演習風棄 （東京都水防訓練場〉

64一予防時報

↑専 美

うぶんに発Jlflできなかった。 しかし， Fire 

Bossは球を半同11ほさせることにより，これら

の欠点をいっきょに解決することができた。

いままであわやぶを使ってもひじように消火

閃難とされていた内jl：のかかった油や可燃十！：ガ

ス空白の流II＼または！日＇fll¥火災に刈して，大：，：：の ド

ライケミカルを制II！）＇川に火点に!,l1l1放射するこ

とが可能になり，これらの火災を瞬時に消火す

ることができるようになった。

「操 作方法一｜

火災現場で、は， m火山材 ・消火狭山はすべて
操作がしごく j)¥)'l＼であることが必須の条fl:ーであ

る。火災刷場でむずかしい操作の必要な山村を

｛史JIJすることなと与えられないことである。 こ

の点 FireBoss は，操作はきわめて附lj＼で，

拭イ，，盤についている 1例のマスターパルプハン

ドルをヲ｜くだけで向動的に連動起動する。

すなわち，凶の~ ，｛ミボンベ（B）の日圧宝京ガ

スが球回転機構（C）に送られ，球を、ド阿転させ

ると同時に窒素導入11¥(D）を通って球l付ド部か

ら球内に送りこまれる。球内のドライケ ミカル

はかくはん ・カn圧 ・流動体化して， ドライケミ

(A円分三拡充晴円
IA¥ 

Fire Bossの機構図



カル放,'I；竹；（E）からホースまたはターレ ットノ

ズルl}fl閉弁までiきり 山される。あとは，ノズル

開問弁を｜；甘くだけで筒先から強力なスピードで

いっきょに大l1U出Hされる。

｛史川後の操作も附ljiで，操｛ノト盤についている

1例のコントロールパルプハンドルを下方に押

しドげれば，］米は判11iil以し正常位置に返える。

f;R が正常f,J:ii~：に復したところで，マスターパ

ルプ’ハンドルを閉じ，球をロックし，コントロ

ールパルプハンドルをもとの位置にもどしてお

くだけで終了である。

まfこ， ホースおよび｜司シと配1'i'I付に成ったドラ

イケミカルの洗（｛＞も附Jliで，イ吏）日後球を正常な

位出に~した後，残留室京ガスを利川して，ノ

ズル開閉弁を聞くことにより完全に掃除できる。

「 用途範囲一｜

トレーラーやトラックに梨淡い機動・111：をも

たせた車載形移動式（化学消防LI！）のほか，各

形式とも固定装置汀jデリージをつけ，あらかじ

め設置された回定配管に連結する平内定式装置，

火災感知部と組み合わせた自由j固定式装置なと

川途！よく使川できる。

化学消防車 （車載形移動式〉

「 型式と標準仕様一｜

Fire Boss には，D-51'1, D-10~ ， D-15 

型， D-25Jl'.'1, D-35型の5租があり，それぞれ

粉末消火剤を227kg,454kg, 680kg, 1134kg, 

1588kgおさめることができる。

放llLhlはホース（ノズル口径 lB，長さ45m)

を使j日して旬秒 4kg以上，ターレット（ノズ

ル口径 1見B, 2 B）を使川すればiii秒 22kg 

以上放射できる。

射程距離は，各機加ともホースノズルで20rn,

ターレットノズルで50mの長距離まで放射でき

る。

ドライケミカルの消火効果一

2NaHC03→N a2COa + C02 + H20 
ドライケミカルは，市炭酸ソーダ（または市

民酸カリウム〉を主成分（97%）として，これ

に才； ｜ーの金属血を添加1したものである。すなわ

ち， ドライケミカルを燃焼物に放射すると，上

記のような化学反応により熱分解し，次のよう

な急激な複合効＊をおこして消火する。

1) 酸素のしゃ断による窒息効果

2) ふく射熱のしゃ｜析による燃焼以化率の低

ー卜．

3) 熱分解物質と炭化水素t;J;との化学反応に

よる燃焼辿鎖反応、の中断

4) 熱吸収 ・燃焼気体の吸収分解による冷却

作用

す び一｜

:.fi泊l抱1および、可燃111；カ，スの1'.12fi• ltj' Ji：~ 

今f変ますます I~大化することは必、至であり，い

ったんII＼火したさい， r1'1火の凶史flさはいっそう

増すと考えられる。これらの消火において， ド

ライケミカルをj日いるばあい，も っともたいせ

つなことは，いかに大11：：‘のトライケミカルを－

H主に火点に注入することができるかということ

である。この注入量の差で勝負が決まってしま

つ。

Fire Boss の消火能力が従米のm火本Hi"i:に
比べていちじるしく大きいのは，それだけ大量

のドライケミカルを一時に放射できる機構を採

川しているからで，安全な距離から放射できる

もっとも強力かつ有効な消火装置である。

（筆者能美防災工業（株〉研究部開発諜〕

予防時報－65



交通問題の

特集を／

lr'f.！.！川LSrドの1m
illlしたばかりのノ〈

イハスに幽：，＇，：が山

た。 ~＇i （：支111ちかく

l~I い公ホ；をまと っ

た州五が， i的f)Jで
Iiiに“おいでおいで”をする。

なん人ものドライパーが，こ

こでブレーキを防んだ。

この白装束；は， じつは幽ぷ

ではなく， 64J＂の老久であっ

た。そして， i釘ヰ（？〉がIii

た場！？？は，ハイパスがIJIJ過し

た11にその老ム・の犬が六割ト

ラックにひき殺された射場だ

ったのだ。

本誌の，ui:-r;・ならば，このは
なしを単に｜夫IM,:;i;しとは思わ

ないだろう。わたくしには，

交通事故の悲劇が生んだ，き

びしい当たりどころのない悦

激の衣引と感じられる。

交通・Jlr'＆は，ほんとうに｜妨
げないものだろうか？ 各科

の災山について，ゆきとどい

た解説をされている古品に，

ぜひ交通lliJJmの特集をやって
いただきたい。お涙ちょうだ

い式の，ii_.'.'Hではなく，有効で

現実的な対策を考えるために，

技術的な検討を急、がなくては

ならないと思う。

（志村等・尚；業・zu－・Jtf’！.！J)

火災にあってみて

火・Jfに焼け山されたサラリ
ーマンはあわれである。｛よj己j

は会よl；の寮で火災｛判決がか卜け

てあったが， IJ分のlt-J此であ

る家財道具には保険がない。

JJ 賦のすんでいないテレビも
作Jlliもミシンも，和JIかいもの

では下7古から茶わんまで，み

んながLけてしま った。

’よ際，火・Hはいちと経験 し
てみないとそのこわさがわか

らないとよくいわれるが，ま

ったくそのとおりであった。

自分では沼ち着いて行動した

つもりだが，いま~えてみれ

ば，非常持ち出しの物品は，

これとこれとまとめておいて，

せめてー二度ともどらない，11 

，；己とかt記念111111とかは，！火にし

たくなかった。平家，火災に

刈 して もう すこし意をJIJいて

おけばと店、ったしだいである。

それにしても，火災保険の

q1には，住宅総合保険とか動

J産f米ll尖とか-i'mlllii¥1換とか状況
に比、じたさまざまなタイプの

f~~ll~ が，ほ とんどこころにく

いばかりにぷ定されているの

を知らなかったことは，ま っ

たくうかつであった。

（萩原静夫・ 会社n・33,j-• . Jl[ ）；〔）

儲溜臨盤謹静

“ト ントコチツ トンチヤ一

｜パ”，じ やびようし〔吃l1'1

の；Jにつれて，全長11mほど

もあるTi.彩の「i'.!Wが，空11.1を

r:;iく低く宮市う 玉をiG.って，
はなやかに i［！は舞うの長い林

で工ジ妙にあやつるir'iJI阪の10人

は，上よdrなrli（本館111r• ＂払JjlllrJ

のx.＝ ~ 、殺である の

“t－＜：附おくんち”は，Hrli

諏訪朝l1ttのお祭りで，毎年10

JJ 7 II から 9日までひらかれ

る。 市内77カUlfのうち，11カ

lllfずつが 8>1°口ごとの輪設で

曲目りurrとなる。活断りはその ．

｜うちのひとつ，徳川時代の初！

i J引からはじまって 300，，，以 l二｜
．のfL;*!t:がある。 “おくんち” i 
｜は，お九 II・お供II・;j"；’山口！ 
iなどともれが，Zきりのこと ！
iである。 ｜ 

｜ ことしは台胤の当たり年だった。台風だ
編集
｜ けではなく ，宙や集 11.1 ぷドI~ の被告r もずい 予防時報第 67号
f麦 15己 ぶんあった。台風では宮古ぬと26号台風
！ のあばれブjがものすごく ，観測史上最高

の風速を記録した。グラ ピヤに被害状況を収録したが，

巻頭の鯉沼氏，向井氏のi1)J1変災古は，災；！？現象の俳句1
と対策を示 したものである。

今号に26号台j刊についての，l己主JJを掲載しないと，次！ヲト
は来年の 1月になるため，発行をおくらせた。制JJ刊

になれば，こんな苦労もなくなるだろうし，災害や＊

放の事例解説ももっと充実したものとなろう。来年度

からは，ぜひllf.4月liJにしたいものである。 CK〕

66一予防時報

II日平1141>1'10JJ I ll]Hi 

J-1.(J;t都千代川区frl1山淡路間r2 9 

先行 ｜｜ ：本山山保険協 会
’，［！ J;r; . * Jr( (255) 1 2 1 l 

:qt;；（部千代日II買事111u－＇.附lllf2 20 

印！Jill 総合防災研究所出版川

~i:;;N;r, ・w京 （263〕69 2 4 
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消防ポンプの トップメーカー

森田ポンプは本年創業60周年

を迎えました。

関係各位の絶対なる ご支援に

対し厚くお礼申しあげます。

主要製品

消防用はしご自動車

空中放水車（スノーケル）

化学消防ポンプ自動車

タンク付き消防ポンプ自動車

消防艇用ボ ン プ

各種消火器およ び薬剤

土木建設 運 搬用機械

τ 

森田ポンフ株式会施
本社 大阪市生野区腹見町 2の33 T E L ( 7 5 1 ) 1 3 5 1 

営業所 大阪 ・東京 ・仙 台 ・福 岡 ・名古屋 ・富 山
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